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大
阪
版
と
江
戸
版
の
挿
絵

　

井
原
西
鶴
の
浮
世
草
子
『
好
色
一
代
男
』（
八
巻
八
冊
）
に
は
大
坂
版
と
江
戸
版

が
あ
る
。
大
坂
版
は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
十
月
に
荒
砥
屋
孫
兵
衛
可
心
を
版

元
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
版
下
は
西
鶴
筆
・
画
と
さ
れ
る
。
江
戸
版
は
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）
三
月
に
出
さ
れ
、
版
元
は
川
崎
七
郎
兵
衛
で
あ
る
。
挿
絵
は
新
た
に

菱
川
師
宣
が
描
い
て
い
る
。
師
宣
の
挿
絵
は
、
大
坂
版
の
挿
絵
に
描
か
れ
て
い
る
も

の
や
構
図
に
ほ
ぼ
忠
実
で
あ
る
。
し
か
し
絵
柄
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。

　

最
も
大
き
な
違
い
は
、
大
坂
版
の
挿
絵
の
中
の
主
人
公
・
世
之
介
が
す
べ
て
瞿
麦

紋
の
着
物
を
着
て
い
る
こ
と
だ（

１
）。

江
戸
版
の
世
之
介
は
、
梅
鉢
・
桜
・
四
菱
・
釘
抜

き
な
ど
何
種
類
か
の
紋
の
着
物
を
着
て
い
る
。
大
坂
版
の
世
之
介
は
作
品
全
体
の
主

人
公
と
し
て
記
号
化
さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
版
の
世
之
介
は
一
話
一
話
の
中
で
何
を

し
て
い
る
か
、
ど
こ
に
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、江
戸
版
で
は
、墓
場
の
場
面
で
は
墓
場
が
よ
り
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
る
し
（
巻

四
の
第
二
章
「
形
見
の
水
櫛
」）、
香
を
聞
く
場
面
で
は
香
炉
や
銀
葉
ば
さ
み
、
床
の

し
つ
ら
え
な
ど
座
の
よ
う
す
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
る
（
巻
五
の
第
三
章
「
欲
の
世
中

に
是
は
又
」）。
ま
た
、
大
坂
版
は
動
的
で
、
江
戸
版
は
静
的
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

大
坂
版
の
人
物
よ
り
も
江
戸
版
の
人
物
の
方
が
ど
っ
し
り
と
大
き
く
描
か
れ
る
傾
向

が
あ
る
。

　

巻
一
の
冒
頭
の
一
章
「
け
し
た
所
が
恋
の
は
じ
ま
り
」
を
見
比
べ
て
み
よ
う
。

　

挿
絵
に
描
か
れ
る
の
は
、
七
歳
の
世
之
介

が
夜
中
に
厠
へ
行
く
途
中
、
渡
殿
の
上
で
あ

る
（
図
1
・
大
坂
版
、
図
2
・
江
戸
版
）。

大
坂
版
が
片
面
で
、
江
戸
版
が
見
開
き
両
面

で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
手
燭
を
持
っ
て
先
導

す
る
腰
元
、
世
之
介
、
守
り
袋
を
付
け
た
脇

差
し
を
持
つ
腰
元
、
そ
し
て
、
綿
帽
子
を
か

ぶ
っ
た
乳
母
を
描
く
。
大
坂
版
の
世
之
介
は

瞿
麦
紋
の
着
物
だ
。
寝
間
着
の
は
ず
だ
が
、

黒
帯
を
締
め
て
お
り
あ
た
か
も
外
出
着
の
よ

う
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
江
戸
版
の
世
之

介
は
、
紅
白
の
梅
鉢
模
様
の
寝
間
着
に
三
尺

帯
を
締
め
て
お
り
、
子
ど
も
ら
し
さ
が
表
現

さ
れ
て
い
る
。

　

両
者
の
絵
柄
の
違
い
は
大
き
い
。
大
坂
版

で
は
、
桁
の
高
い
渡
殿
が
外
の
橋
で
あ
る
か

の
よ
う
に
対
角
線
状
に
大
き
く
描
か
れ
る
。

江
戸
版
で
は
渡
殿
は
画
面
下
方
に
水
平
に
描

か
れ
る
。
渡
殿
が
、
左
面
に
描
か
れ
た
主
殿

と
厠
を
含
む
寝
殿
造
風
の
豪
邸
の
一
部
だ
と
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い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
画
面
の
上
半
分
は
庭
の
景
色
で
、
波
立
つ
泉
水

が
大
き
く
描
か
れ
る
。
庭
木
と
し
て
枝
垂
柳
を
配
し
外
と
内
が
大
き
く
区
切
ら
れ
る

描
き
方
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
坂
版
で
は
、
画
面
下
方
に
厠
と
母
屋
の
屋
根

が
小
さ
く
描
か
れ
る
。
世
之
介
が
屋
外
に
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
後
で

述
べ
る
よ
う
に
便
所
は
他
界
の
入
口
で
も
あ
る
。
守
ら
れ
た
屋
敷
内
に
い
る
江
戸
版

の
世
之
介
に
対
し
て
、
大
坂
版
の
世
之
介
は
、
家
の
中
と
も
外
と
も
い
え
な
い
渡
殿

上
に
い
る
。
動
き
回
る
人
間
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
ご
と
く
で
あ
る
。

　

大
坂
版
の
挿
絵
は
長
編
と
し
て
の
連
続
性
を
意
識
し
て
お
り
、
江
戸
版
は
短
編
と

し
て
一
話
毎
に
完
結
性
を
持
た
せ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
大
坂
版
と
江
戸
版
の
挿
絵
の
違
い
に
も
言
及
し
つ
つ
、
旅
す
る
世
之

介
と
い
う
視
点
で『
好
色
一
代
男
』を
読
み
解
く
。
短
編
集
的
長
編
小
説
で
あ
る『
好

色
一
代
男
』
は
、
主
人
公
世
之
介
の
出
生
に
は
じ
ま
り
（
巻
一
「
け
し
た
所
が
恋
の

は
じ
ま
り
」）、
世
之
介
の
女
護
の
島
わ
た
り
で
終
わ
る
（
巻
八
「
床
の
責
道
具
」）。

全
五
四
章
ご
と
に
世
之
介
は
一
歳
ず
つ
年
を
重
ね
て
い
く
。
世
之
介
の
諸
国
遍
歴
を

描
く
巻
一
か
ら
巻
四
ま
で
の
前
半
部
と
、
大
尽
と
な
っ
た
世
之
介
の
三
都
の
遊
郭
で

の
遊
興
を
描
く
後
半
部
か
ら
な
る
。
作
品
を
前
半
と
後
半
に
分
け
る
読
み
方
が
定
着

し
て
い
る
が
、
作
品
全
体
を
世
之
介
の
旅
物
語
と
し
て
読
む
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。

　

ま
ず
は
作
品
全
体
に
お
け
る
世
之
介
の
旅
姿
を
追
っ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
二
　
旅
す
る
世
之
介

　

世
之
介
は
三
都
（
京
・
大
坂
・
江
戸
）
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
つ
つ
、
徐
々
に
行

動
範
囲
を
全
国
に
広
げ
て
い
る
。
簡
単
に
全
体
の
流
れ
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

世
之
介
の
七
歳
か
ら
一
三
歳
ま
で
を
描
く
巻
一
で
は
、京
を
中
心
に
、伏
見
・
山
崎
・

須
磨
・
兵
庫
に
移
動
し
て
い
る
だ
け
だ
。
巻
二
に
な
る
と
一
九
歳
で
勘
当
さ
れ
て
江

戸
へ
出
た
の
を
皮
切
り
に
、
巻
三
で
は
若
狭
・
小
倉
・
下
関
と
九
州
や
日
本
海
側
ま

で
脚
を
伸
ば
し
、
い
っ
た
ん
大
坂
・
京
に
戻
る
。
そ
の
後
、
寺
泊
（
越
後
）・
坂
（
酒
）

田
・
水
戸
・
塩
釜
を
移
動
し
て
い
る
。
世
之
介
は
、
勘
当
さ
れ
た
こ
と
で
、
か
え
っ

て
大
店
の
呪
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
、日
本
中
ど
こ
へ
で
も
行
け
る
自
由
を
獲
得
し
た
。

前
半
部
の
最
後
と
な
る
巻
四
で
は
、
信
濃
、
最
上
の
内
陸
部
を
さ
ま
よ
い
、
江
戸
を

経
て
京
に
戻
っ
た
の
ち
、
第
七
章
で
は
泉
州
佐
野
の
加
太
の
港
か
ら
船
出
し
、
難
破

し
て
堺
の
浦
へ
流
れ
着
く
。
京
で
生
ま
れ
た
世
之
介
が
次
第
に
遠
く
へ
移
動
し
な
が

ら
色
道
体
験
を
重
ね
て
、
再
び
都
へ
戻
り
、
勘
当
が
解
か
れ
遺
産
を
相
続
し
大
尽
と

な
る
。

　

後
半
部
で
は
三
都
を
中
心
に
行
動
し
つ
つ
、
筑
前
や
庄
内
へ
も
出
か
け
て
い
く
。

全
部
で
五
章
か
ら
な
る
最
後
の
巻
八
で
は
、
京
か
ら
江
戸
へ
、
京
か
ら
長
崎
へ
と
京

を
中
心
に
東
と
西
へ
大
き
く
移
動
し
て
い
る
。
文
字
通
り
日
本
列
島
を
股
に
か
け
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
最
終
章
で
伊
豆
の
港
か
ら
国
外
の
女
護
の
島
へ
と
船
出
す

る
。

　

三
都
と
い
っ
て
も
江
戸
と
上
方
は
相
当
離
れ
て
い
る
か
ら
、
京
の
島
原
、
大
坂
の

新
町
、
江
戸
の
吉
原
を
順
繰
り
に
移
動
す
る
世
之
介
は
、
日
本
列
島
を
ぐ
る
ぐ
る
周

回
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
陸
奥
や
西
国
に
赴
く
こ
と
で
、
世
之
介
の
行
動
半
径
は
日

本
列
島
全
体
を
覆
い
つ
く
し
、
や
が
て
女
護
の
島
へ
と
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
す
る
の
で
あ

る
。

　

前
稿（

２
）で

は
、
巻
七
の
第
七
章
「
新
町
の
夕
暮
島
原
の
曙
」
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ

の
話
は
、
新
町
で
遊
ん
で
い
た
世
之
介
が
駕
籠
で
島
原
に
移
動
す
る
話
で
あ
る
。
全

五
四
話
の
中
で
、
も
っ
と
も
地
名
の
使
用
頻
度
が
高
い
。
大
坂
か
ら
京
へ
の
移
動
は

淀
川
を
三
十
石
舟
で
上
っ
て
い
く
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
が
、
世
之
介
は
陸
路
を
移
動

す
る
。
駕
籠
を
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
の
で
運
賃
は
高
い
が
、
半
日
以
上
か
か
る
船
便
よ

り
も
八
時
間
ほ
ど
で
移
動
す
る
駕
籠
の
方
が
早
い
。
ま
た
、
陸
路
を
移
動
し
て
い
る

の
で
、
歌
枕
や
伝
説
の
地
、
事
件
が
あ
っ
た
場
所
を
通
過
す
る
。
歴
史
的
な
伝
承
と

現
実
の
遊
郭
へ
の
道
が
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
し
、夜
明
け
と
と
も
に
島
原
に
到
着
す
る
。

そ
こ
に
は
全
国
の
地
名
を
冠
し
た
名
で
呼
ば
れ
る
遊
女
た
ち
が
世
之
介
を
待
ち
受
け

て
い
た
。
遊
女
の
名
前
の
出
現
率
も
作
品
中
最
大
で
あ
る
。
次
に
示
す
一
六
名
の
遊
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女
名
が
書
き
連
ね
ら
れ
、
そ
の
う
ち
、
地
名
由
来
の
名
前
（
傍
線
を
付
し
た
）
が
九

名
に
の
ぼ
る
。

　
　

 

高
間
、
あ
げ
巻
、
る
い
、
高
橋
、
歌
仙
、
対
馬
、
三
芳
、
土
佐
、
野
風
、
志
賀
、

遠
州
、
野
世
、
蔵
之
介
、
も
ろ
こ
し
、
か
ほ
る
、
奥
州

　

世
之
介
は
、
名
所
を
通
過
し
、
歴
史
的
な
事
件
の
地
を
踏
み
越
え
て
い
っ
た
。
読

者
の
脳
裏
に
は
西
行
の
和
歌
や
『
平
家
物
語
』
の
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
呼
び
起
こ
さ

れ
る
。
世
之
介
の
通
過
点
の
風
景
は
記
憶
の
中
の
風
景
に
リ
ン
ク
す
る
。
世
之
介
が

通
る
地
名
は
空
間
的
な
広
が
り
だ
け
で
は
な
く
時
間
的
な
広
が
り
も
も
た
ら
す
。
そ

れ
は
ま
た
、
全
国
の
遊
里
を
渡
り
歩
い
て
き
た
世
之
介
の
越
境
す
る
人
生
の
象
徴
で

も
あ
る
。

　

表
1
は
、
話
毎
の
世
之
介
の
動
線
、
世
之
介
の
相
手
と
な
っ
た
女
性
（
男
性
）、

恋
の
首
尾
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
挿
絵
に
お
け
る
世
之
介
の
居
場
所
、
江
戸

版
の
世
之
介
の
着
物
に
つ
い
て
も
記
載
し
た
。
世
之
介
の
姿
が
描
か
れ
な
い
の
は
巻

四
の
第
七
章
で
難
破
し
た
と
き
、
巻
六
の
第
一
章
で
島
原
の
遊
女
三
笠
が
折
檻
さ
れ

世之介の動線 相手 恋の
首尾 できごと 挿絵の場所 江戸版世之介

着物

巻
1

1 寝所→ひがし北の
家陰 宿直の女 × 厠へ行く途中のま

せた恋のことば 橋の上 梅鉢（紅白）模様

2 自宅→山崎の姨 従姉（おさか） × 手習いの師匠恋文
代筆 縁側 七宝（紅白）模様

3 自宅→両替町 隣家の中居 ○ 隣家の女中の行水
を覗く 屋根の上 四菱（紅白）模様

4 自宅→暗部山 影隠す男 ×→○ 男色の契り 暗山部山道中 桜模様
5 自宅→伏見→山崎 撞木町の遊女 ○ 初遊郭・身請け 島原路上 四菱模様
6 自宅→須磨→兵庫 遊女 × 海女・風呂屋者と遊ぶ 湯屋の中 槌車模様

7 自宅→清水・八坂 茶屋者 × 年長の女にたらし
こまれる 茶屋の中 桜模様

巻
2

1 自宅→初瀬→椋橋
山 若衆たち ○ 野暮な年詮索をす

る 影宿門前 石畳の裾模様に菊
紋

2 自宅→石山→松本 後家 ○ 六角堂に捨て子 後家の家 四菱模様

3 別宅（川原町） 伝助女房 × 人妻になぐられ眉
間に傷

夫留守の家の
軒先 三つ引柄に雙麦紋

4 自宅→奈良 木辻町の近江 ○ 大阪の遊女に会う 若草山の野 瞿麦紋

5 自宅→鈴鹿→御油
→江尻→京 わかさ・若松 × 世にすてられ人に

捨られ道心 若松屋屋内 一引裾模様に瞿麦
紋

6 自宅→江戸 3人の小者 × 勘当・出家 寺の軒先 僧衣

7 自宅→吉野 くら者・手かけ
者・出会い女 ○ 入聟 うら屋の前

（編み笠）
三つ引裾模様一の
輪紋羽織と桜模様

巻
3

1 山城→京 73人のはした・
腰元 ○ 縫箔屋のおさつを

抱える 甚七の家の中 菊紋・桜模様袴

2 京→小倉 残らず間夫 × むごく見かぎられる 小倉城下の浜辺 黒羽織・一引裾模様

3 中津→大坂 竈女 × 役者になり色遊び 乳母の妹の家
の門口 桜模様

4 鞍馬山→大原→下
賀茂 ざこ寝の美女 〇 隠れ住む 雑魚寝の拝殿

の床下
黒羽織・一引裾模
様

5 大原→出雲崎→寺
泊 傾城町の遊女 × 日本にはいない人

だと言われる
寺泊の海岸

（旅姿）
黒羽織・二つ鱗模
様の野袴

6 出雲崎→坂田 しゃく（惣嫁） × そこそこにあしら
はれる 坂田の路上 一の丸と三つ星模

様（尻からげ）

7 常陸・鹿島→水戸
→塩竃

籾挽女・湯立巫
女 × とらえて片小鬢剃

られる 塩釜神社社前 子持縞着物・木瓜
模様水干

巻
4

1 碓氷峠→木曽 牢の女 × 文のやりとり 牢の中 丸に梅鉢紋

2 筑磨川 牢の女 × 牢内で瀕死・女の
蘇生と自害阻止 墓地 丸に梅鉢紋（尻か

らげ）

3 最上・寒河江 衆道兄分・四人
の女の幽霊 × 女の誓紙に襲われ

る 屋根裏 瞿麦紋（片肌・尻
からげ）

4 江戸 女郎がしら 〇 男傾城になってく
れと頼まれる 芝居小屋客席 丸に梅鉢紋

5 京 舞子 老女の誇りを聞く 舞子見物の座敷 三つ引裾模様酢漿
草紋羽織・無地

6 京（島原） 太鼓女郎 × ふられる 扇屋の店先 丸 に 梅 鉢 紋 の 羽
織・桜模様

7 泉州・佐野→堺 浦の女たち 〇 女たちの死・世之
介救出・遺産相続（世之介なし）同左

巻
5

1 京 吉野 〇 請出し結婚 揚屋 釘抜き紋

2 大津 格子女郎 〇 知り合いの揚屋で
遊ぶ 大津遊郭路上 黒羽織・無地

3 室津 女郎 〇 女郎請出し丹波に
送る 室津遊郭座敷 黒羽織・無地

4 江戸 歌舞伎若衆 〇 男色の取り持ち 霊山（榑縁） 釘 抜 き 紋に 梅 鉢
（紅白）模様

5 堺 中の丁・袋町の遊女 × 旅の悲しさ 遊郭二階座敷 釘抜き紋
6 都→筑前→みや島 宮島の遊女 × 姿をやつす 宮島の路上 黒羽織・四菱模様

7 大坂（新町） 天神 × 女郎の屁 遊郭の一室 格子に崩し麻葉風
模様

巻
6

1 京（島原） みかさ 〇 心中未遂 （世之介なし）同左
2 大坂（新町） 夕霧 〇 火燵に隠れる 炬燵の世之介（不明）

3 河原→自宅奥座敷 藤波 × 藤波出家 小書院 違 い 釘 抜 き 紋 羽
織・五つ引模様

4 大坂（新町） 御舟 × 太夫たちを覗く 揚屋の二階か
ら台所を覗く 七宝模様

5 京（島原） 初音 〇 手菅にはまる 遊郭の一室 大菊模様

6 京（島原） 吉田 × 放屁を口舌の種に
しようとして失敗 揚屋の縁 桜紋

7 大坂（新町） 野秋 〇 三人相床・声は鵺 三人の床 黒襟丹前

巻
7

1 京（島原） 高橋 〇 茶会 広縁 釘抜き紋
2 京（島原） 八文字屋の遊女 〇 買い切り 揚屋の店先 丸に梅鉢紋
3 大坂（新町） さる太夫 × 金目当の太夫をふる 柴部屋 釘抜き紋
4 京→江戸 高雄 〇 しのび会う 遊郭座敷 格子模様
5 庄内→難波 和州 〇 和州の生き霊の訴え 庄内の宿 釘抜き紋に三星模様

6 大坂（新町） 吾妻 〇 しのび会う 揚屋の外 一の丸紋に四菱模
様

7 新町→島原 高橋他 〇 遊郭二箇所で豪遊 島原路上 桜模様

巻
8

1 京→石清水 太鼓持と牛車で参詣 牛車の上 黒羽織・無地
2 京→江戸 小紫 × ふられる （世之介なし）同左
3 東寺→島原 吉崎（大坂→京） 〇 吉崎の水揚支援 （世之介なし）同左
4 京→長崎（丸山） 丸山の遊女 〇 能 丸山能舞台 黒羽織・四菱模様
5 京→伊豆→女護の島 行方しれず 好色丸 木瓜紋

表 1　
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て
い
る
場
面
、
巻
八
の
第
二
章
と
続
く
第
三
章
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後

で
述
べ
る
。

　

こ
の
表
を
見
る
と
世
之
介
が
旅
に
生
き
た
男
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
京
の

家
に
い
る
と
き
は
短
い
日
帰
り
の
旅
を
し
て
い
る
。
勘
当
さ
れ
て
か
ら
の
世
之
介
は

ど
こ
か
を
追
い
出
さ
れ
て
は
別
の
と
こ
ろ
へ
移
動
し
て
い
る
の
で
、
旅
か
ら
旅
へ
、

場
所
を
変
え
、
姿
を
変
え
て
移
動
す
る
。
出
家
し
て
の
巡
礼
（
巻
二
の
第
六
章
「
出

家
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ず
」）、山
伏
と
の
彷
徨
（
巻
二
の
第
七
章
「
う
ら
屋
も
住す

み

所ど
こ
ろ」）、

謡
う
た
い
と
な
っ
て
の
門
付
け
（
巻
三
の
第
一
章
「
恋
の
す
て
銀か

ね

」）、
佐
渡
金
山
を

目
指
し
て
の
旅
立
ち
（
巻
三
の
第
五
章
「
集し

ゅ

礼ら
い

は
五
匁
の
外ほ

か

」）、
魚
の
行
商
（
巻

三
の
第
六
章
「
木
綿
布
子
も
か
り
の
世
」）、
鹿
島
神
社
の
事こ

と

触ぶ
れ

（
巻
三
の
第
七
章

「
口く

ぜ
つ舌

の
事
ふ
れ
」）
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
漂
泊
人
を
装
っ
て
い
る
。
恋
の
首
尾
が
う
ま

く
い
く
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
半
々
で
あ
る
。

　

挿
絵
上
の
世
之
介
の
居
場
所
を
確
認
し
て
み
る
と
、
室
内
が
描
か
れ
て
い
る
の
は

五
四
話
中
一
七
場
面
で
、
あ
と
は
す
べ
て
室
外
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
室
内
に
は

網
掛
け
を
施
し
た
）。
圧
倒
的
に
屋
外
や
屋

根
裏
・
床
下
な
ど
の
室
外
の
絵
が
多
い
。

　

話
の
内
容
が
屋
敷
内
の
も
の
で
あ
っ
て

も
、
た
と
え
ば
前
節
で
確
認
し
た
冒
頭
章
の

よ
う
に
外
の
場
面
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
る
。
遊
郭
を
訪
問
し
た
話
で

あ
っ
て
も
挿
絵
は
遊
郭
の
路
上
を
描
く
場
合

も
あ
る
（
図
3
、
4
参
照
）。

　

ま
た
、
挿
絵
の
中
で
世
之
介
が
い
る
場
所

が
、「
縁
側
」「
屋
根
の
上
」「
門
前
」「
軒
先
」「
床

下
」「
屋
根
裏
」「
店
先
」
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。
そ
れ
ら
は
家
の
中
と
外
、
日
常
と
非
日

常
を
隔
て
る
境
界
で
あ
る
。
内
と
外
を
出
入

り
す
る
世
之
介
の
象
徴
的
な
側
面
が
暗
示
さ

れ
る
。

　

境
界
線
上
に
い
る
世
之
介
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
女
た
ち
の
よ
う
す
を
覗

き
見
て
い
る
。
王
朝
物
語
の
垣
間
見
の
手
法
の
パ
ロ
デ
ィ
と
い
え
る
。
次
に
、
い
く

つ
か
の
話
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
三
　
覗
き
見
る
世
之
介

　

巻
一
の
第
二
章
「
は
づ
か
し
な
が
ら
文
言

葉
」
の
挿
絵
は
一
夜
庵
で
手
習
い
を
し
て
い

る
場
面
を
描
く
（
図
5
）。
世
之
介
は
手
習

い
の
師
匠
に
従
姉
・
お
さ
か
へ
の
恋
文
を
代

筆
さ
せ
た
。
世
之
介
が
縁
に
手
習
い
の
文
机

を
置
き
な
が
ら
、
机
に
背
を
向
け
て
、
手
に

は
恋
文
を
持
ち
、
欄
干
か
ら
庭
に
い
る
お
さ

か
に
渡
そ
う
と
し
て
い
る
。
庭
に
は
、
洗
い

張
り
を
す
る
洗
濯
女
と
従
姉
・
お
さ
か
が
い

る
。
こ
の
絵
で
は
、
庵
の
縁
の
下
の
桁
に
横

木
が
二
本
掛
け
て
あ
り
、
縁
が
庭
木
よ
り
も

高
い
。
ま
る
で
高
楼
の
よ
う
だ
。
世
之
介
の

座
っ
て
い
る
位
置
は
高
す
ぎ
て
不
自
然
で
、

と
て
も
手
紙
を
渡
せ
そ
う
も
な
い
。
世
之
介

が
見
下
ろ
す
姿
が
強
調
さ
れ
た
描
き
方
で
、
下
女
や
年
上
の
従
姉
の
い
る
世
界
と
、

世
之
介
の
世
界
が
、
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
を
、
縁
側
の
高
さ
で
象
徴
的
に
暗
示

し
て
い
る
。
世
之
介
の
恋
の
ま
ね
ご
と
は
お
さ
か
に
は
通
用
し
な
い
。
と
同
時
に
、

世
之
介
が
外
部
の
人
間
と
し
て
、
内
と
外
の
境
界
線
に
あ
た
る
「
縁
側
」
に
い
て
、

女
た
ち
の
生
活
を
覗
き
込
ん
で
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
一
方
、
江
戸
版
で
は
、

同
じ
よ
う
に
世
之
介
は
縁
に
座
っ
て
手
習
い
を
し
て
い
る
が
、
縁
側
は
ご
く
普
通
の

図 3

図 6 図 5

図 4
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高
さ
で
あ
る
（
図
6
）。
手
に
持
っ
て
い
る

手
紙
と
お
さ
か
の
距
離
も
近
い
。
こ
ち
ら
の

方
が
話
の
内
容
に
即
し
た
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ

る
。

　

続
く
第
三
章
「
人
に
は
見
せ
ぬ
所
」
は
、

世
之
介
が
屋
根
の
上
で
望
遠
鏡
を
使
っ
て
隣

家
の
女
中
の
行
水
を
覗
く
話
で
あ
る
。
大
坂

版
で
は
画
面
の
半
分
を
使
っ
て
屋
根
を
描

き
、
世
之
介
が
長
さ
の
強
調
さ
れ
た
望
遠
鏡

を
も
っ
て
屋
根
の
上
に
い
る
（
図
7
）。
世

之
介
の
持
つ
長
い
望
遠
鏡
は
、
も
っ
と
も
っ

と
遠
く
の
広
い
世
界
を
見
た
い
と
い
う
世
之

介
の
憧
れ
を
象
徴
す
る
。
西
鶴
は
、
屋
根
の

大
き
さ
や
高
さ
、
望
遠
鏡
の
長
さ
を
実
際
以

上
に
意
図
的
に
強
調
し
て
描
い
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
さ
や
距
離
が
強
調
さ
れ
て
い
な
い
江
戸
版
の
方
が
、
話
の
場

面
と
し
て
は
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
（
図
8
）。

　

冒
頭
の
話
で
渡
殿
を
あ
た
か
も
外
界
の
橋
で
あ
る
か
の
よ
う
に
強
調
し
、
続
く
二

話
で
は
実
際
よ
り
も
高
さ
や
広
さ
の
あ
る
縁
や
屋
根
を
描
い
て
、
外
の
世
界
に
興
味

を
持
つ
世
之
介
を
暗
示
し
て
い
る
。
や
が
て
世
之
介
は
外
の
世
界
へ
と
飛
び
出
し
て

い
く
。

　

後
半
の
話
で
は
、
巻
六
の
第
四
章
「
寝
覚
の
菜さ

い
ご
の
み好

」
の
挿
絵
に
同
じ
よ
う
な
意
識

の
違
い
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

世
之
介
が
大
坂
の
新
町
で
太
夫
・
御
舟
の
憂
い
を
聞
い
て
そ
の
性
格
に
感
心
し
た

あ
と
、
揚
屋
の
二
階
か
ら
女
郎
た
ち
の
他
愛
も
な
い
食
べ
物
の
好
み
の
話
を
盗
み
聞

き
す
る
話
だ
。
挿
絵
は
盗
み
聞
く
世
之
介
を
描
く
。
大
坂
版
で
は
画
面
の
上
部
が
横

に
ま
っ
す
ぐ
区
切
ら
れ
、
二
階
の
縁
側
か
ら
世
之
介
が
一
階
を
覗
く
絵
柄
に
な
っ
て

い
る
（
図
9
）。
世
之
介
は
手
す
り
に
両
手
を
か
け
、
あ
ご
も
手
す
り
に
乗
せ
た
不

自
然
な
か
っ
こ
う
で
あ
る
。
全
力
で
覗
き
見

を
し
て
い
る
。
手
す
り
か
ら
上
に
は
畳
が
四

枚
描
か
れ
る
が
、
手
す
り
と
平
行
な
六
筋
の

畳
の
縁
が
ラ
ン
ダ
ム
な
長
さ
と
間
隔
で
デ
ザ

イ
ン
化
さ
れ
、
大
和
絵
の
横
雲
風
で
あ
る
。

左
手
に
は
ひ
し
ぎ
竹
の
濡
縁
が
あ
り
、
屋
外

に
開
か
れ
た
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
あ
た
か

も
世
之
介
が
屋
根
の
上
か
屋
外
か
ら
下
界
を

覗
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
描
き
方
で
あ
る
。

遊
女
た
ち
が
い
る
部
屋
の
奥
に
も
う
一
部
屋

描
か
れ
て
い
る
が
、
壁
に
は
釘
と
お
ぼ
し
き

黒
く
細
長
い
三
角
の
模
様
が
施
さ
れ
て
い

る
。
一
風
変
わ
っ
た
意
匠
で
現
実
離
れ
し
て

い
る
。
世
之
介
が
覗
い
て
い
る
世
界
も
ま
た
非
日
常
的
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。

そ
れ
に
対
し
て
江
戸
版
の
方
は
、
世
之
介
の
い
る
二
階
は
部
屋
に
屏
風
が
あ
り
、
畳

も
自
然
な
か
た
ち
で
敷
か
れ
て
い
る
（
図
10
）。
明
ら
か
に
世
之
介
は
室
内
に
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
い
う
建
て
付
け
は
実
際
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
せ
る
絵
柄

で
あ
る
。
大
坂
版
の
ほ
う
が
、
外
側
か
ら
内
側
を
覗
く
人
間
と
し
て
世
之
介
を
記
号

化
す
る
意
識
が
強
い
。

　
　
　
　
　
四
　
動
き
回
る
世
之
介

　

世
之
介
は
決
し
て
一
箇
所
に
安
住
す
る
こ
と
が
な
い
。
外
出
姿
や
旅
姿
で
描
か
れ

る
こ
と
も
あ
る
（
巻
一
の
第
四
章
・
第
五
章
、
巻
二
の
第
七
章
、
巻
三
の
第
五
章
・

第
六
章
）。

　

日
常
と
非
日
常
を
出
入
り
す
る
世
之
介
の
あ
り
よ
う
は
、
話
の
各
所
に
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
。

図 8

図10

図 7

図 9
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初
め
て
の
遊
郭
体
験
が
描
か
れ
る
巻
一
の

第
五
章
「
尋た

ず
ねて

き
く
程
ち
ぎ
り
」
で
は
、
伏

見
の
橦
木
町
の
遊
女
に
会
い
、
早
速
相
手
を

身
請
け
す
る
。
そ
し
て
、
身
請
け
し
た
遊
女

を
囲
う
の
で
は
な
く
、
彼
女
の
両
親
に
会
い

に
山
崎
へ
行
き
彼
女
の
身
の
上
話
が
本
当
で

あ
る
こ
と
を
確
か
め
、
両
親
の
元
へ
返
し
て

や
る
の
で
あ
る
。
境
界
人
・
世
之
介
が
、
遊

里
と
い
う
非
日
常
の
世
界
に
外
か
ら
侵
入

し
、
女
を
請
け
出
し
日
常
に
戻
す
は
た
ら
き

を
す
る
。

　

ま
た
、
巻
二
の
第
二
章
「
髪
き
り
て
も
捨す

て

ら
れ
ぬ
世
」
に
も
世
之
介
の
非
定
住
の
姿
が

描
か
れ
る
。
世
之
介
は
と
あ
る
後
家
と
良
い

仲
に
な
り
子
を
も
う
け
る
が
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
赤
ん
坊
を
六
角
堂
の
前
に
捨
て

て
し
ま
う
。
挿
絵
は
、
世
之
介
が
赤
ん
坊
を
籠
に
入
れ
て
捨
て
子
札
を
立
て
、
後
家

の
と
こ
ろ
か
ら
持
ち
出
す
よ
う
す
を
描
く
（
図
11
）。
こ
の
捨
て
子
が
拾
わ
れ
て
成

長
し
、
西
鶴
浮
世
草
子
の
第
二
作
『
諸
艶
大
鑑
（
好
色
二
代
男
）』
の
主
人
公
・
世

伝
と
な
る
。
生
ま
れ
た
赤
ん
坊
を
遺
棄
す
る
こ
と
は
、
神
の
世
界
に
帰
す
行
為
と
み

な
さ
れ
て
き
た
。
世
之
介
が
異
次
元
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
存
在
を
、
そ
の
次
元
に
戻

し
て
い
る
。非
日
常
の
世
界
へ
の
回
路
を
開
く
鍵
を
持
っ
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

江
戸
版
の
挿
絵
を
確
認
し
て
み
る
と
、
や
は
り
子
ど
も
を
駕
籠
に
い
れ
て
持
ち
出

す
と
こ
ろ
が
描
か
れ
る
が
、
駕
籠
に
捨
て
子
札
は
付
い
て
い
な
い
（
図
12
）。
ま
た
、

大
坂
版
で
は
手
燭
を
持
っ
た
男
が
世
之
介
の
先
に
立
っ
て
外
へ
駆
け
だ
し
て
い
る
。

大
坂
版
の
方
が
子
ど
も
を
外
に
連
れ
出
し
て
捨
て
る
行
為
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

別
の
話
を
み
て
み
よ
う
。

　

巻
二
の
第
五
章
「
旅
の
で
き
心
」
は
、
謡
曲
『
松
風
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
在
原

行
平
と
松
風
・
村
雨
姉
妹
の
恋
物
語
の
伝
承
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
江
戸
へ
下
る
途
中
、

駿
河
で
世
之
介
が
わ
か
さ
・
若
松
の
姉
妹
の
遊
女
を
身
請
け
し
て
京
に
連
れ
帰
ろ
う

と
し
、
三
河
の
芋
川
と
い
う
と
こ
ろ
で
う
ど
ん
屋
を
営
む
話
で
あ
る
。

　

冒
頭
で
は
自
宅
か
ら
江
戸
へ
向
か
う
道
中
が
道
行
調
で
描
か
れ
る
。

　
　

 

雲
の
あ
は
立
山
を
越
、
椙
の
葉
し
ろ
き
、
関せ

き
じ
の路

雫
、
は
き
初
る
よ
り
、
ぬ
れ
草

鞋
に
、
物
す
ご
き
岩
角
を
、
知
恵
つ
け
な
れ
ば
と
て
、
踏
な
ら
は
し
て
、
け
ふ

二
日
目
の
泊
り
は
、
鈴
鹿
の
坂
の
下
大
竹
屋
と
て
、
所
に
な
ら
び
な
き
、
大
座

敷
に
つ
き
し
が

　

世
之
介
は
粟
田
山
・
逢
坂
の
関
と
い
う
歌
枕
を
通
っ
て
鈴
鹿
の
関
に
や
っ
て
く

る
。
傍
線
部
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
憂
き
目
を
ば
よ
そ
目
と
の
み
ぞ
の
が
れ
ゆ
く
雲
の

あ
は
た
つ
山
の
麓
に
」（
古
今
和
歌
集
）、「
鶯
の
鳴
け
ど
も
い
ま
だ
降
る
雪
に
杉
の

葉
白
き
逢
坂
の
山
」（
新
古
今
和
歌
集
）、「
逢
坂
の
木
の
下
露
に
ぬ
れ
し
よ
り
わ
が

衣
手
は
今
も
か
わ
か
ず
」（
後
撰
和
歌
集
）、「
逢
坂
の
関
の
岩
角
踏
み
な
ら
し
山
た

ち
い
づ
る
桐
原
の
駒
」（
拾
遺
和
歌
集
）
の
古
歌
が
織
り
込
め
ら
れ
て
い
る
。
逢
坂

の
関
を
越
え
る
と
い
う
こ
と
が
か
つ
て
の
旅
で
は
上
方
か
ら
東
国
へ
の
大
き
な
第
一

歩
だ
っ
た
。
古
歌
を
織
り
込
む
こ
と
で
歴
史
的
な
時
間
が
作
品
に
揺
曳
す
る
こ
と
に

な
る
。
古
歌
に
よ
っ
て
山
の
道
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
に
世
之
介
の
旅
と
故
人
の
旅
が

重
ね
合
わ
さ
れ
る
。

　
「
大
竹
屋
」
と
い
う
大
き
な
宿
に
着
い
た
世
之
介
は
、
す
ぐ
に
「
此
宿
に
口
き
く

や
さ
者
は
」
と
女
た
ち
を
呼
び
寄
せ
品
定
め
を
す
る
。「
鹿
・
山
吹
・
み
つ
」
と
い

う
遊
女
が
選
ば
れ
る
。「
山
吹
・
み
つ
」
は
当
時
の
小
唄
に
歌
わ
れ
た
鈴
鹿
の
関
に

実
在
し
た
遊
女
だ
と
い
う（

３
）。

鄙
び
た
響
き
の
遊
女
の
名
前
は
後
に
出
会
う「
わ
か
さ
・

若
松
」
の
逆
説
的
な
呼
び
出
し
に
な
っ
て
い
る
。

　

途
中
、
御
油
・
赤
坂
に
寄
っ
た
世
之
介
は
駿
河
国
で
浜
辺
の
道
を
辿
る
。
こ
こ
か

ら
は
海
辺
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
が
広
が
る
。

　
　

 

泊
り
泊
り
に
有
程
の
、
色
よ
き
袖
を
重か

さ
ねて

、
や
う
や
う
駿
河
の
国
、
江
尻
と
い

図12 図11
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ふ
所
に
つ
き
て
、
先
け
ふ
ま
で
の
浮
世
、
あ
す
は
親
し
ら
ず
の
、
荒
磯
を
行
ば
、

自
然
水
屑
と
成
な
む
も
定
難
し
。
南
は
三
穂
の
入
海
我
が
物
に
な
り
て
、
松
も

手
に
取
や
う
に
詠
め
侍
る
。

　

江
尻
の
里
に
着
く
。
明
日
は
「
親
し
ら
ず
」
を
通
る
と
い
う
旅
程
が
、「
け
ふ
ま

で
の
浮
世
、
あ
す
は
親
し
ら
ず
の
荒
磯
」
と
謡
調
で
表
現
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
親

し
ら
ず
」は
東
海
道
の
興
津
宿
と
由
比
宿
の
間
の
薩さ

つ
た埵

峠
付
近
で
あ
る
。「
親
し
ら
ず
」

は
、「
打
ち
寄
せ
る
波
の
引
く
瞬
間
に
通
過
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
難
所
で
」「
親
子
互
い
に

相
手
の
安
全
を
顧
慮
す
る
暇
の
な
い
路
の
形
容（

４
）」

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
に
使
わ

れ
る
。
北
国
街
道
の
越
後
の
海
岸
縁
に
あ
る
地
名
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
駿
河

国
の
「
親
し
ら
ず
」
に
つ
い
て
は
『
東
海
道
名
所
記
』
に
も
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ

て
い
る）

5
（

。

　
　

 

親
知
ら
ず
子
知
ら
ず
。
こ
ゝ
は
、左
の
方
ハ
山
に
て
た
か
く
。
右
ハ
大
海
な
り
、

海
ば
た
ハ
、
一
騎
う
ち
の
道
に
て
、
う
ち
よ
す
る
浪
大
な
り
。
道
行
人
さ
ら
に

あ
と
を
か
へ
り
見
る
、
い
と
ま
な
し
。
さ
て
こ
そ
、
親
し
ら
ず
子
し
ら
ず
と
ハ
、

名
付
た
れ
。
北
国
の
道
中
に
も
、
此
名
あ
る
所
、
こ
れ
も
お
な
じ
く
、
波
う
ち

ぎ
は
な
り
。
明め

い
り
ゃ
く暦

元
年
乙

き
の
と
ひ
つ
じ

未
九
月
に
、
朝
鮮
国
よ
り
使
官
来
朝
せ
り
。
此
た
め

に
、
親
し
ら
ず
の
道
を
と
ゞ
め
て
、
さ
つ
た
山
を
ひ
ら
き
て
、
海
道
と
せ
ら
れ

た
り
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
あ
と
世
之
介
が
親
か
ら
勘
当
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
暗
示
す
る

語
で
も
あ
る
。「
親
し
ら
ず
」
と
い
う
実
際
の
地
名
が
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
を
象
徴
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
地
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
読
者

の
さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
や
感
情
と
結
び
つ
く
可
能
性
も
高
い
。
そ
し
て
、
世
之
介
は
、

江
尻
の
里
に
逗
留
し
た
ま
ま
、
わ
か
さ
・
若
松
の
姉
妹
の
遊
女
を
身
請
け
し
て
そ
の

先
へ
行
か
な
か
っ
た
。
強
烈
な
印
象
を
与
え
る
地
名
で
あ
り
な
が
ら
、
実
際
に
は
世

之
介
が
通
ら
な
い
場
所
な
の
で
あ
る
。

　

佐
々
木
高
弘
は
地
理
学
に
お
け
る
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘

し
て
い
て
興
味
深
い）

6
（

。
共
同
体
の
中
で
は
、
伝
説
や
民
話
に
よ
っ
て
人
々
が
見
え
な

い
景
観
を
共
有
す
る
と
い
う
。
佐
々
木
は
、
現
実
の
景
観
に
は
な
い
け
れ
ど
も
、
伝

説
や
伝
承
の
情
報
を
集
め
る
こ
と
で
個
人
や
時
代
を
超
え
た
土
地
と
人
々
の
結
び
つ

き
が
見
え
て
く
る
場
合
が
あ
る
と
述
べ
る
。「
親
し
ら
ず
」
と
い
う
地
名
は
、
世
之

介
の
人
生
、
当
時
の
読
者
、
そ
し
て
現
代
の
読
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起

さ
せ
る
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

世
之
介
は
舟
木
屋
と
い
う
宿
で
歓
待
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
遊
女
を
呼
ぶ
こ
と
は
な

く
、
宿
の
主
の
甚
介
と
「
所
の
仕
置
咄
し
」（
土
地
の
裁
判
話
）
や
「
銭
は
一
分
に

何
程
売
ぞ
」（
金
一
分
の
両
替
相
場
）
な
ど
、
現
実
的
な
話
を
し
て
い
る
。
寝
よ
う

と
す
る
と
説
経
節
の
妙
な
る
歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。声
に
魅
せ
ら
れ
た
世
之
介
は
、

早
朝
出
発
す
る
客
の
た
め
に
飯
を
炊
い
て
い
る
女
に
歌
い
手
の
名
を
問
う
。

　
　

 

雨
戸
に
尻
さ
し
を
し
て
、
寝
る
計ば

か
りに

、
身
ご
し
ら
え
せ
し
処
へ
、
誰
と
は
し
ら

ず
に
、
顔
隠
し
て
、
連
ぶ
し
に
歌
説
経
、
あ
は
れ
に
聞き

こ

え
て
、
今
ま
で
は
手
枕
、

さ
だ
か
な
ら
ず
目
覚さ

め

て
、
出で

立た
ち

焼た
く

女
に
、
あ
れ
は
い
か
な
る
人
の
、
う
た
ひ
け

る
ぞ
や
。
さ
れ
ば
此
宿
に
、
わ
か
さ
、
若
松
と
て
、
兄
弟
の
女
あ
り
け
る
。
其

貌か
た
ち

昼
み
せ
ま
し
た
い
其
女
郎
の
口
ま
ね
を
し
て
、
あ
れ
は
と
語
る
。

　

声
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
昼
間
に
顔
を
見
せ
た
い
ほ
ど
の
美
人
姉
妹
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
世
之
介
が
会
い
た
い
と
言
う
と
、
女
は
、
み
ん
な
が
わ
か
さ
・
若
松
に

会
う
た
め
に
、
早
く
に
宿
入
り
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り
宿
を
た
っ
た
り
、
長
逗
留
し
た

り
、
仮
病
を
つ
か
っ
て
用
事
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
り
し
て
い
る
と
言
う
。

　
『
東
海
道
名
所
記
』
も
、
江
尻
に
、「
若
狭
と
か
や
。
い
に
し
へ
の
湯
谷
・
と
ら
御

ぜ
ん
ほ
ど
に
こ
そ
ハ
な
く
と
も
、ち
か
き
こ
ろ
の
遊
君
の
出
来
物
」
が
い
る
と
記
す
。

西
鶴
が
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　

 

さ
て
其
人
に
、
あ
ふ
事
も
が
な
と
、
尋た

ず
ねけ

れ
ば
、
今
い
ふ
て
今
、
お
も
ひ
も
よ
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ら
ず
。
い
か
な
る
旅
人
も
、
日
高
に
泊
り
、
曙
を
急
が
ず
、
或
は
、
五
日
七
日

の
逗
留
、
又
は
作
病
し
て
、
此
君
ま
み
え
給
ふ
事
ぞ
と
、
聞
よ
り
吾
妻
の
空
物

す
ご
く
、
は
や
い
か
ぬ
気
に
成な

り

、
霞
が
関
の
、
な
い
こ
そ
さ
い
は
い
、
爰
ぞ
住す

む

べ
き
所
よ
と
、
彼
は
ら
か
ら
の
女
に
馴な

れ

て
、
其
夜
の
枕
物
語
、
左
の
か
た
に
わ

か
さ
、
右
の
か
た
に
、
わ
か
松
と
召
れ
さ
む
ら
う
ぞ
や
。
今
中
納
言
平
さ
ま
と

名
に
立
て
。

　

結
局
世
之
介
は
江
戸
へ
行
く
の
を
辞
め
て
、
わ
か
さ
・
若
松
を
身
請
け
し
京
へ
連

れ
帰
る
こ
と
に
す
る
。「
今
中
納
言
平
さ
ま
」
と
い
う
の
は
中
納
言
・
在
原
行
平
に

こ
と
寄
せ
た
言
い
方
で
あ
る
。『
松
風
』
は
、
都
へ
戻
っ
て
し
ま
っ
た
行
平
を
待
ち

続
け
る
松
風
・
村
雨
姉
妹
の
悲
痛
な
思
い
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
浜
辺
の
松
を
行
平
と

見
間
違
え
た
松
風
が
、
懐
か
し
さ
に
駆
け
寄
り
積
年
の
思
い
を
訴
え
消
え
る
。
夜
が

明
け
て
み
る
と
雨
の
音
だ
と
思
っ
て
い
た
の
は
松
林
を
吹
く
風
の
音
だ
っ
た
と
い
う

サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
で
閉
じ
ら
れ
る
能
だ
。
引
用
文
の
傍
線
部
に
は
、「
松
風
村
雨

と
召
さ
れ
し
よ
り
、
月
に
も
馴
る
る
須
磨
の
蜑
の
」「
起
臥
わ
か
で
枕
よ
り
、
跡
よ

り
恋
の
責
来
れ
ば
」「
あ
ら
嬉
し
や
、
あ
れ

に
行
平
の
御
立
ち
あ
る
か
、
松
風
と
召
さ
れ

さ
ぶ
ら
ふ
ぞ
や）

7
（

」
と
い
っ
た
『
松
風
』
の
詞

章
が
響
い
て
い
る
。

　

逢
坂
の
関
、
鈴
鹿
の
関
を
越
え
て
来
た
世

之
介
が
霞
が
関
に
は
行
か
な
い
と
決
め
る
。

　

遊
女
二
人
を
請
け
出
し
て
世
之
介
は
う
ど

ん
屋
を
営
む
。
挿
絵
は
う
ど
ん
を
ゆ
で
な
が

ら
三
味
線
を
弾
い
て
い
る
世
之
介
の
傍
ら
の

わ
か
さ
・
若
松
の
う
っ
と
り
と
し
た
よ
う
す

を
描
く
（
図
13
）。
は
じ
め
は
姉
妹
の
「
連

ぶ
し
」
に
世
之
介
が
聞
き
惚
れ
た
。
こ
こ
で

は
世
之
介
の
三
味
線
に
姉
妹
が
聞
き
惚
れ
て

い
る
。
波
音
に
混
じ
る
連
う
た
と
い
う
海
辺
の
宿
の
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
が
き
っ
か

け
と
な
っ
た
恋
で
あ
る
。

　

暖
簾
に
は
「
若
松
や
」
と
書
か
れ
、
瞿
麦
紋
が
染
め
抜
か
れ
て
い
る
。
馬
子
に
馬

を
引
か
せ
た
旅
姿
の
男
も
通
り
す
が
り
に
世
之
介
の
三
味
線
を
聞
い
て
い
る
。

　
『
松
風
』
の
故
事
に
重
ね
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の
恋
が
長
続
き
し
な
い
こ
と
は

明
ら
か
だ
。
も
と
よ
り『
伊
勢
物
語
』「
初
冠
」に
も
あ
る
一
人
の
男
と
姉
妹
の
恋
は
、

三
角
関
係
と
い
う
危
う
さ
を
は
ら
ん
で
い
る）

8
（

。
う
ど
ん
を
ゆ
で
る
に
も
三
味
線
を
手

放
さ
な
い
世
之
介
の
商
売
が
長
続
き
す
る
は
ず
は
な
く
、
店
は
傾
き
、
店
じ
ま
い
す

る
。
世
之
介
は
再
び
旅
の
人
と
な
る
。
定
住
し
な
い
男
は
女
を
幸
せ
に
で
き
な
い
。

姉
妹
は
出
家
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
図
13
の
横
板
の
屋
根
に
は
置
き
石
が
置
か
れ
て

お
り
、風
が
強
い
海
浜
の
地
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。
京
や
大
坂
に
は
な
い
建
物
で
、

見
知
ら
ぬ
土
地
で
の
わ
び
住
ま
い
で
あ
る
こ
と
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

江
戸
版
の
挿
絵
を
み
る
と
（
図
14
）、
屋
根
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
店
の
前
の

人
物
は
馬
に
乗
っ
た
人
で
は
な
く
徒
歩
で
一
人
街
道
を
行
く
。
屋
内
の
よ
う
す
に
焦

点
が
あ
た
っ
て
い
る
絵
で
あ
る
。
大
坂
版
の
方
が
、
旅
情
が
あ
る
。

　

こ
の
話
は
、
山
中
の
道
や
海
辺
の
道
と
い
う
非
日
常
的
な
場
所
に
、「
で
き
心
」

か
ら
世
之
介
が
定
住
し
よ
う
と
し
て
定
住
で
き
な
か
っ
た
話
で
あ
る
。
歌
枕
に
ま
つ

わ
る
古
歌
を
引
用
し
て
山
の
道
を
つ
づ
り
、
名
所
記
を
利
用
し
て
海
の
道
を
語
り
、

謡
曲
を
利
用
し
て
海
の
恋
の
伝
説
を
揺
曳
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス

を
用
い
て
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
読
者
の
脳
裏
に
古
今
の
旅
の
イ
メ
ー
ジ
が
広

が
る
よ
う
な
工
夫
が
施
さ
れ
た
一
話
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
五
　
死
の
影

　

日
常
世
界
か
ら
海
や
山
を
越
え
て
別
の
町
へ
行
く
旅
は
、
異
界
へ
向
か
う
非
日
常

的
な
行
為
で
あ
る
。
あ
ち
こ
ち
を
動
き
回
る
世
之
介
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
艱
難
辛
苦
に

遭
遇
す
る
。
旅
す
る
人
と
み
な
し
て
世
之
介
を
追
っ
て
い
く
と
、
彼
が
し
ば
し
ば
死

図13図14
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の
影
に
襲
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
安
全
で
安
心
な
家
か
ら
、
未
知
の
世
界
へ

の
移
動
は
、
時
に
命
の
危
険
を
伴
う
。
世
之
介
の
危
機
に
よ
っ
て
、
作
品
の
背
後
に

さ
ま
ざ
ま
な
他
界
の
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
る
。

　

日
本
人
の
他
界
観
は
、
土
地
ご
と
に
山
中
他
界
、
地
底
他
界
、
水
中
他
界
、
海
上

他
界
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
日
本
中
を
動
き
回
る
世
之
介
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で

破
滅
や
喪
失
を
経
験
し
な
が
ら
、
安
定
と
不
安
、
希
望
と
絶
望
の
間
を
揺
れ
動
い
て

い
る
。
こ
の
こ
と
も
作
品
を
大
き
く
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
『
日
本
民
俗
大
事
典
』
は
日
本
人
の
他
界
観
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る）

9
（

。

　
　

 

人
間
の
死
後
に
霊
魂
が
行
く
世
界
や
心
霊
の
住
ま
い
す
る
世
界
に
つ
い
て
の
観

念
。
現
世
に
対
す
る
他
界
で
、
あ
の
世
や
異
界
と
も
い
う
。
死
後
の
他
界
は
霊

魂
が
肉
体
か
ら
分
離
し
て
他
界
で
存
続
す
る
と
い
う
霊
肉
二
元
論
を
基
礎
に
し

て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
両
墓
制
の
基
礎
に
な
る
霊
魂
観
や
、
赤
子
が
他
界
か
ら
の

霊
魂
の
再
生
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
、
霊
魂
が
肉
体
か
ら
抜
け
る
と
死
に
至
る
と

い
う
見
方
で
あ
る
。
ミ
タ
マ
（
死
霊
）
は
近
く
の
山
に
登
り
子
孫
を
見
守
り
続

け
、
正
月
や
盆
に
は
家
を
訪
れ
、
春
秋
の
彼
岸
に
は
供
養
を
受
け
る
な
ど
、
他

界
と
現
世
は
連
続
的
で
頻
繁
に
交
流
す
る
と
信
じ
ら
れ
た
。（
中
略
）
死
霊
の

行
く
山
と
し
て
、
恐
山
・
月
山
・
日
金
山
・
立
山
・
朝あ

さ

熊ま

山
・
高
野
山
・
妙
法
山
・

弥い

谷や

山
は
名
高
い
。
こ
れ
が
山
中
他
界
で
あ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
に
書
か
れ

た
立
山
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
以
降
は
仏
教
の
浄
土
教
と
習
合
し
て
、
山
中
に

地
獄
や
極
楽
浄
土
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
十
～
十
一
世
紀
に
山
中
へ
の
納
骨
や
納

髪
が
始
ま
り
、
骨
と
タ
マ
が
山
岳
を
介
し
て
結
び
付
く
。
山
岳
は
水
源
地
で
恵

み
を
も
た
ら
し
物
を
育
む
一
方
で
、
死
霊
が
鎮
ま
る
と
い
う
両
義
性
を
帯
び
た

場
と
な
る
。
そ
こ
は
神
霊
や
仏
・
菩
薩
の
居
地
と
さ
れ
、
修
験
道
は
山
で
擬
死

再
生
の
修
行
や
仏
と
一
体
に
な
る
即
身
成
仏
を
願
う
峰
入
り
を
行
な
っ
た
。
中

世
の
熊
野
修
験
は
海
上
に
観
音
の
浄
土
を
想
定
し
補
陀
落
渡
海
で
到
達
を
目
指

し
た
。
こ
れ
は
海
上
他
界
で
あ
る
。
記
紀
に
は
高
天
原
、
黄よ

み
の
く
に

泉
国
、
根
の
国
、

常と
こ
よ世

、
妣は

は

の
国
、
海

わ
た
つ

神み
の

宮み
や

な
ど
の
他
界
が
記
さ
れ
、
山
中
や
海
上
の
ほ
か
に
、

天
井
や
地
下
の
他
界
も
あ
り
後
世
ま
で
残
る
。
山
岳
は
天
上
と
地
上
、
洞
窟
は

地
上
と
地
下
、
海
は
海
上
と
地
上
を
繋
ぐ
他
界
相
互
の
接
点
の
聖
地
と
な
り
、

生
死
・
善
悪
・
正
負
の
要
素
が
同
居
す
る
。（
鈴
木
正
崇
）

　　

ま
た
、
同
事
典
は
、「
山
・
海
・
湖
・
川
・
島
・
森
・
原
野
な
ど
を
神
霊
の
住
む

他
界
と
し
、
接
点
で
あ
る
山
麓
・
浜
辺
・
湖
畔
・
岬
・
峠
・
河
原
・
村
境
・
橋
・
坂
・

辻
な
ど
を
祭
場
と
す
る
。
家
で
の
便
所
や
井
戸
は
他
界
の
入
口
と
さ
れ
た
」
と
説
明

す
る
。
山
を
越
え
、
川
を
渡
り
、
森
を
抜
け
、
原
野
を
通
る
旅
人
は
、
ま
さ
に
他
界

と
の
縁
を
通
り
な
が
ら
、
他
界
に
侵
入
し
て
は
戻
っ
て
く
る
存
在
な
の
だ
。
巻
頭
話

の
挿
絵
の
、
橋
の
よ
う
な
渡
殿
を
通
っ
て
厠
に
行
く
世
之
介
の
姿
も
、
他
界
に
出
入

り
す
る
旅
人
と
し
て
最
初
か
ら
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
前
半
部
の
最

後
、
世
之
介
の
乗
っ
た
船
の
難
破
と
救
出
は
、
水
中
他
界
か
ら
の
帰
還
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
し
、
最
終
章
の
女
護
の
島
わ
た
り
は
地
上
か
ら
海
上
他
界
を
目
指
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

非
日
常
的
な
空
間
と
考
え
る
と
、
他
界
、
あ
る
い
は
異
界
の
定
義
は
ど
こ
ま
で
も

広
が
り
そ
う
で
あ
る
。
高
い
塀
で
囲
ま
れ
た
郭
は
、
都
市
の
な
か
の
他
界
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
る
。
広
末
保
は
、
非
日
常
的
な
場
と
し
て
の
郭
や
芝
居
小
屋
は
都
市
に

接
続
す
る
「
持
続
的
な
悪
所
空
間
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る）

（2
（

。
そ
こ
で
は
遊
女
の
心
中

立
て
が
行
わ
れ
る
し
、
近
松
門
左
衛
門
が
描
い
た
よ
う
な
心
中
死
も
あ
っ
た
。
世
之

介
も
「
心
中
箱
」
を
持
っ
て
い
た
。
巻
六
の
第
三
章
「
心
中
箱
」
は
自
宅
の
奥
座
敷

の
心
中
箱
を
開
け
て
土
用
干
を
し
て
い
る
と
、
遊
女
・
藤
波
に
切
ら
せ
た
「
か
も
じ
」

が
四
方
に
さ
ば
け
て
伸
び
縮
み
し
て
二
度
、
三
度
飛
び
上
が
る
話
で
あ
る
。

　

表
1
を
見
る
と
、
い
く
つ
か
の
話
に
は
確
か
に
死
の
影
が
さ
し
て
い
る
。
女
に
振

ら
れ
る
話
が
半
数
を
し
め
て
い
る
。
裕
福
な
大
尽
と
な
っ
た
後
半
の
話
で
も
世
之
介

の
恋
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
エ
ロ
ス
（
生
・
欲
望
）
は
常
に
タ
ナ
ト
ス

（
死
・
喪
失
）
と
背
中
合
わ
せ
な
の
で
あ
る
。

　

前
に
述
べ
た
よ
う
に
世
之
介
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
自
分
の
子
ど
も
を
捨
て
て
し
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ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
相
手
は
夫
に
死
な
れ
た
後
家
で
あ
る
。
続
く
巻
二
の
第
三
章

「
女
は
お
も
は
く
の
外ほ

か

」
で
は
、
小
間
物
屋
の
源
介
に
、
行
商
に
行
っ
て
い
る
間
の

留
守
を
頼
ま
れ
た
の
を
良
い
こ
と
に
、
源
介
の
家
に
忍
ん
で
い
っ
て
女
房
に
言
い
寄

る
が
、「
私
両
夫
に
、ま
見
え
候
べ
き
か
」
と
薪
で
眉
間
を
た
た
か
れ
て
怪
我
を
す
る
。

う
ま
く
い
か
な
い
恋
に
は
身
の
危
険
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。

　

巻
四
は
、
世
之
介
が
、
冒
頭
と
末
尾
の
話
で
二
度
、
死
に
瀕
す
る
。

　

巻
四
の
第
一
章
と
第
二
章
は
作
中
唯
一
の
連
続
す
る
話
だ
。
第
一
章
の
「
因
果
の

関
守
」
で
は
、
え
ん
罪
で
入
れ
ら
れ
た
牢
で
、
隣
の
女
牢
の
女
を
か
き
く
ど
く
。
共

同
体
の
外
か
ら
や
っ
て
き
た
不
審
な
男
と
し
て
罪
人
に
で
っ
ち
あ
げ
ら
れ
た
あ
と
、

さ
ら
に
災
難
が
待
ち
受
け
る
。
恩
赦
に
よ
っ
て
出
牢
で
き
た
世
之
介
は
、
隣
の
牢
の

女
を
背
負
っ
て
千
曲
川
を
わ
た
る
が
、
雪
に
見
舞
わ
れ
、
食
べ
物
を
も
ら
い
に
村
里

に
行
っ
て
い
る
あ
い
だ
に
、
女
は
山
賊
に
な
ぶ
り
殺
さ
れ
て
し
ま
う
（
巻
四
の
第
二

章「
形
見
の
水
櫛
」）。
女
を
助
け
よ
う
と
し
て
世
之
介
も
暴
行
を
受
け
瀕
死
と
な
る
。

雪
の
中
で
気
が
つ
い
て
み
る
と
、
女
が
冷
た
く
な
っ
て
い
た
。
悲
し
み
の
な
か
に
も

旅
を
続
け
て
い
る
と
野
墓
に
さ
し
か
か
る
。
遊
女
の
心
中
だ
て
に
使
う
黒
髪
や
爪
を

採
集
す
る
墓
荒
ら
し
に
遭
遇
す
る
。彼
ら
が
狙
っ
て
い
る
新
し
く
埋
葬
さ
れ
た
女
は
、

世
之
介
が
連
れ
て
出
た
牢
の
女
だ
っ
た
。
涙
に
く
れ
て
い
る
と
、
女
が
生
き
返
っ
て

に
っ
こ
り
笑
う
。
女
が
自
害
し
よ
う
と
す
る
の
を
墓
荒
ら
し
の
男
た
ち
と
と
も
に
押

し
と
ど
め
る
。
こ
の
死
と
再
生
が
、
巻
四
の
最
終
章
「
火
神
鳴
の
雲
が
く
れ
」
と
呼

応
し
あ
っ
て
い
る
。

　
「
火
神
鳴
の
雲
が
く
れ
」
で
の
遊
女
ら
と
乗
っ
た
遊
山
船
の
転
覆
は
、
世
之
介
の

人
生
最
大
の
危
機
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
遊
女
ら
は
行
方
不
明
、
世
之
介
は
「
吹ふ

け

飯い

の

浦
」（
堺
）
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
息
を
吹
き
返
す
。
生
き
返
っ
た
世
之
介
に
父
の
死

が
告
げ
ら
れ
る
。
実
家
に
帰
っ
て
み
る
と
、
母
は
大
喜
び
し
、
世
之
介
に
二
万
五
千

貫
目
の
遺
産
を
相
続
さ
せ
る
。

　

世
之
介
が
遭
難
し
て
い
っ
た
ん
は
「
雲
が
く
れ
」
す
る
話
な
の
で
、
挿
絵
に
世
之

介
が
描
か
れ
な
い
。
そ
の
ほ
か
に
挿
絵
に
世
之
介
が
描
か
れ
な
い
話
が
三
話
あ
る
。

巻
六
の
第
一
章
「
喰
さ
し
て
袖
の
橘
」、
巻
八
の
第
二
章
「
情
の
か
け
ろ
く
」、
巻
八

の
第
三
章
「
一
盃
た
ら
い
で
恋
里
」
で
あ
る
。

　
「
喰
さ
し
て
袖
の
橘
」
は
、
世
之
介
が
太
夫
・
三
笠
に
夢
中
に
な
っ
て
支
払
い
が

滞
り
、
三
笠
も
世
之
介
一
筋
に
思
い
詰
め
て
仕
事
に
な
ら
ず
、
揚
屋
の
主
に
折
檻
さ

れ
る
話
だ
。
挿
絵
に
は
雪
の
日
に
丸
裸
に
さ
せ
ら
れ
て
柳
の
幹
に
縛
り
付
け
ら
れ
た

三
笠
が
描
か
れ
る
。
本
文
で
は
、
絶
望
し
た
三
笠
が
小
指
を
噛
み
き
っ
て
世
之
介
宛

の
血
文
を
し
た
た
め
自
害
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
へ
、
世
之
介
が
死
装
束
で
駆
け
つ

け
る
。
人
々
が
二
人
の
心
中
を
食
い
止
め
る
。「
火
神
鳴
の
雲
が
く
れ
」
同
様
、
世

之
介
が
死
の
淵
ま
で
行
っ
た
話
な
の
で
、
挿
絵
に
は
世
之
介
が
不
在
な
の
だ
。

　

ま
た
、
巻
八
の
第
二
章
「
情
の
か
け
ろ
く
」
は
、
世
之
介
が
目
を
か
け
て
い
た
京

の
荒
物
屋
の
十
蔵
と
い
う
う
だ
つ
の
上
が
ら
な
い
男
が
、
江
戸
の
吉
原
で
太
夫
・
小

紫
に
会
う
話
だ
。
十
蔵
が
自
分
は
小
紫
に
振
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
自
慢
し

た
と
こ
ろ
、「
去さ

る

御
方
」
が
賭
け
を
し
よ
う
と
申
し
出
る
。
小
紫
が
十
蔵
を
振
ら
な

け
れ
ば
木
屋
町
の
下
屋
敷
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
十
蔵
が
振
ら
れ
た
ら
十
蔵

の
一
物
を
切
る
と
い
う
賭
け
で
あ
る
。
十
蔵
が
小
紫
に
会
っ
て
み
る
と
、
酒
席
を
共

に
し
て
く
れ
て
、
床
も
と
り
、
下
帯
に
「
十
蔵
さ
ま
に
身
ま
か
せ
候
。
何
か
偽

い
つ
わ
り

有

べ
し
」「
む
ら
さ
き
筆
」
と
記
し
て
く
れ
た
。
十
蔵
の
後
を
追
い
か
け
て
い
っ
た
世

之
介
が
小
紫
に
問
い
た
だ
す
と
、
小
紫
は
賭
け
の
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
と
言
う
。

小
紫
は
、「
や
う
す
見
る
に
す
こ
し
た
ら
ぬ
人
を
、
賭
に
し
て
遣
し
け
る
と
、
さ
な

が
ら
見
え
ま
す
に
よ
つ
て
、
先
さ
ま
の
人
、
憎
さ
も
に
く
し
。
あ
ん
な
男
に
、
あ
ふ

て
と
ら
し
ま
し
た
」
と
言
い
切
る
。
世
之
介
は
び
っ
く
り
す
る
。
そ
の
後
、
世
之
介

が
小
紫
を
い
ろ
い
ろ
口
説
く
が
相
手
に
さ
れ
な
い
。
世
之
介
は
埒
外
に
追
い
や
ら
れ

て
い
る
。
だ
か
ら
挿
絵
に
は
描
か
れ
な
い
。

　

続
く
巻
八
の
第
三
章
「
一
盃
た
ら
い
で
恋
里
」
は
新
町
か
ら
吉
原
へ
鞍
替
え
し
た

太
夫
・
吉
崎
の
水
揚
の
よ
う
す
を
描
く
（
図
15
）。
互
い
違
い
に
引
か
れ
た
四
本
の

横
線
三
組
が
上
三
分
の
一
に
描
か
れ
、
下
三
分
の
二
の
画
面
に
吉
崎
と
天
神
女
郎
二

人
が
描
か
れ
る
だ
け
だ
。
場
所
が
揚
屋
の
中
な
の
か
外
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
本

文
で
も
世
之
介
は
吉
崎
の
支
度
を
調
え
て
や
っ
た
大
尽
と
い
う
設
定
で
、
そ
の
豪
華

な
水
揚
の
よ
う
す
が
描
写
さ
れ
る
。「
左
の
方
に
、
一
家
の
女
郎
十
一
人
、
お
く
り
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ま
い
ら
せ
て
座
す
る
。
右
の
か
た
、
う
し
ろ

よ
り
末
座
ま
で
、
か
こ
ゐ
の
女
郎
十
七
人
、

皆
緋
む
く
着
、
並
居
る
」
と
あ
る
か
ら
、

三
十
人
に
及
ぶ
女
郎
た
ち
に
囲
ま
れ
た
賑
々

し
い
水
揚
だ
っ
た
。
そ
れ
を
、
二
人
の
先
導

者
に
し
ぼ
っ
て
描
い
て
い
る
。
懐
手
を
し
て

ゆ
っ
た
り
と
構
え
た
吉
崎
を
大
き
め
に
描
く

こ
と
で
、
彼
女
の
存
在
感
や
美
し
さ
を
象
徴

的
に
表
わ
す
。
江
戸
版
は
、
屋
根
、
連
子
窓
、

壁
な
ど
揚
屋
の
建
物
ら
し
き
も
の
の
前
を
、

手
燭
を
持
っ
た
天
神
に
誘
導
さ
れ
た
吉
崎
が

進
ん
で
い
る
絵
柄
で
あ
る
（
図
16
）。
石
段

と
上
が
り
が
ま
ち
が
描
か
れ
て
お
り
、
吉
崎

が
こ
れ
か
ら
揚
屋
の
中
へ
入
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
世
之
介
が
描
か
れ
な
い
に
し
て
も
、
や
は
り
江
戸
版
の
方
が
写

実
的
で
、
大
坂
版
は
象
徴
的
で
あ
る
。
そ
の
分
、
余
白
か
ら
本
文
に
描
写
さ
れ
た
豪

華
絢
爛
な
よ
う
す
を
読
者
は
自
由
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
鶴
は
本
文
に
お

い
て
も
と
き
に
描
写
を
省
略
し
、
読
者
に
ゆ
だ
ね
る
書
き
方
を
す
る
が
、
こ
の
挿
絵

の
描
き
方
は
そ
れ
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
世
之
介
が
日
本
か
ら
姿
を
消
す
最
終
章
も
近
い
。
世
之
介
に
死

の
影
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
世
之
介
不
在
の
挿
絵
が
暗
示
す
る
。

　
　
　
　
　
六
　
陸
か
ら
海
へ

　

話
は
前
後
す
る
が
、
巻
頭
に
戻
っ
て
世
之
介
の
出
自
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

父
・
夢
介
の
紹
介
文
に
も
ま
た
地
名
が
織
り
込
ま
れ
る
。
以
下
、
作
品
の
冒
頭
部

分
で
あ
る
。

　　
　

 

桜
も
ち
る
に
歎
き
、
月
は
か
ぎ
り
あ
り
て
、
入い

る

佐さ

山や
ま

。
爰
に
但
馬
の
国
、
か
ね

ほ
る
里
の
辺ほ

と
りに

、
浮
世
の
事
を
外
に
な
し
て
、
色
道
ふ
た
つ
に
、
寝
て
も
覚
て

も
、
夢
介
と
、
か
え
名
よ
ば
れ
て
、
名
古
や
三
左
、
加
賀
の
八
な
ど
と
、
七
ツ

紋
の
ひ
し
に
く
み
し
て
、
身
は
酒
に
ひ
た
し
、
一
条
通
り
、
夜
更
て
戻
り
橋
、

或
時
は
若
衆
出で

立た
ち

、
姿
を
か
え
て
墨
染
の
長
袖
、
又
は
た
て
髪
か
つ
ら
、
化
物

が
通
る
と
は
、
誠
に
是
ぞ
か
し
。
そ
れ
も
彦
七
が
顔
し
て
、
願
く
は
咀か

み

こ
ろ
さ

れ
て
も
と
、
通
へ
ば
、
な
お
見
捨す

て

難
く
て
、
其
比
名
高
き
中
に
も
、
か
づ
ら
き
、

か
ほ
る
、
三
夕
、
思
ひ
思
ひ
に
身
請
し
て
、
嵯
峨
に
引ひ

つ
こ
み込

、
或
は
東
山
の
片
陰
、

又
は
藤
の
森
、
ひ
そ
か
に
す
み
な
し
て
、
契
り
か
さ
な
り
て
、
此
う
ち
の
腹
よ

り
、
む
ま
れ
て
世
之
介
ト
名
に
よ
ぶ
。
あ
ら
は
に
書か

き

し
る
す
迄
も
な
し
、
し
る

人
は
し
る
ぞ
か
し
。

　
「
入
佐
山
」
は
但
馬
国
の
歌
枕
で
あ
る
。「
あ
づ
さ
弓
春
の
や
よ
ひ
も
と
し
月
の
入

佐
の
や
ま
は
花
も
の
こ
ら
ず
」（
夫
木
和
歌
抄
）
が
あ
る
。「
入
」
に
は
「
月
が
い
る

（
沈
む
）」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
堀
章
男
は
西
鶴
の
浮
世
草
子
す
べ
て
の
作
品
の
章

首
表
現
に
つ
い
て
調
査
し
、そ
の
一
〇
・
九
％
に
古
歌
の
利
用
が
あ
る
と
述
べ
る）

（（
（

『
好

色
一
代
男
』
で
は
、
本
章
も
含
め
五
章
に
お
い
て
和
歌
を
利
用
し
た
章
首
表
現
が
あ

る
と
い
う
。

　
「
但
馬
の
国
か
ね
ほ
る
里
」
と
は
生
駒
銀
山
で
あ
る
。
夢
介
は
、「
浮
世
の
事
」、

つ
ま
り
処
世
の
た
め
の
生
業
を
せ
ず
、
色
道
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
す
。
ど
の
よ
う
に
し

て
蓄
財
し
、
何
の
商
売
を
し
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
し
て
、
若
衆
や
僧
侶
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
か
っ
こ
う
で
一
条
戻
り
橋
を
行
き
来
す
る
男
で
あ
る
。

　

一
条
戻
り
橋
は
渡
辺
綱
の
鬼
伝
説
で
知
ら
れ
る
。
内
な
る
世
界
と
外
な
る
異
界
の

境
界
の
橋
で
あ
る
。「
か
ね
ほ
る
里
」
と
い
う
山
中
（
＝
異
界
）
出
身
の
夢
介
は
、

境
界
線
で
あ
る
戻
り
橋
を
、さ
ま
ざ
ま
な
姿
で
自
由
に
行
き
来
で
き
、さ
な
が
ら
「
化

物
が
通
る
」
ご
と
く
で
あ
る
と
書
か
れ
る
。
父
も
ま
た
異
形
の
境
界
人
の
イ
メ
ー
ジ

を
も
っ
て
い
た
。

図16 図15
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「
か
ね
ほ
る
里
」
で
相
当
な
財
を
な
し
た
夢
介
は
、
名
高
い
太
夫
「
か
づ
ら
き
、

か
ほ
る
、
三
夕
」
を
身
請
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
嵯
峨
、
東
山
、
藤
森
に
別
々
に
住
ま
わ

せ
て
い
る
。
都
の
北
と
東
と
南
を
自
由
に
行
き
来
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
や
は

り
一
箇
所
に
生
活
の
場
を
定
め
な
い
男
で
あ
っ
た
。

　

世
之
介
は
「
此
う
ち
の
腹
よ
り
」
生
ま
れ
た
。
母
が
、
三
人
の
う
ち
の
誰
で
あ
る

か
が
わ
か
ら
な
い
。「
あ
ら
は
に
書
し
る
す
迄
も
な
し
、
し
る
人
は
し
る
ぞ
か
し
」

と
あ
る
。
前
半
部
に
は
と
き
ど
き
世
之
介
の
母
親
の
言
動
が
描
か
れ
る
が
、
西
鶴
は

そ
れ
が
三
人
の
う
ち
誰
な
の
か
、
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
な
い
と
書
く
。
自
由
人
で

非
定
住
の
父
と
特
定
さ
れ
な
い
母
。
世
之
介
が
、家
と
い
う
制
度
の
支
配
を
受
け
ず
、

変
化
自
在
に
全
国
を
歩
き
回
る
の
は
、
こ
の
両
親
に
し
て
こ
の
子
あ
り
、
と
い
う
こ

と
で
も
あ
る
。
あ
い
ま
い
な
出
自
に
つ
い
て
、
広
末
保
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る）

（（
（

。

　
　

 

夢
介
の
存
在
感
は
、「
か
ね
ほ
る
里
の
辺
」（
生
駒
銀
山
で
大
儲
け
し
た
山
師
）

と
い
う
よ
う
な
現
実
感
に
よ
っ
て
終
始
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
生
駒
銀
山
と
い
う
場
所
設
定
に
よ
っ
て
現
実
感
を
与
え
、
同
時
に
そ
の
現

実
感
を
希
薄
化
し
て
い
く
と
い
う
過
程
の
な
か
で
出
来
あ
が
っ
て
く
る
存
在
感

で
あ
っ
た
。
身
請
け
し
た
三
人
の
遊
女
―
―
か
づ
ら
き
・
か
ほ
る
・
三
夕
―
―

と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、似
た
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。
作
者
は
こ
こ
で
葛
城
・

薫
・
三
夕
と
い
う
実
在
の
遊
女
名
を
使
う
。
し
か
し
葛
城
・
三
夕
の
二
人
は
六

条
三
筋
町
時
代
の
太
夫
で
あ
り
、
薫
は
時
代
が
下
っ
て
島
原
の
太
夫
で
あ
る
。

そ
の
薫
を
、
作
者
は
葛
城
と
三
夕
の
あ
い
だ
に
、
紛
れ
込
ま
せ
る
よ
う
に
入
れ
、

一
括
し
て
、「
其
比
名
高
き
中
に
も
」
と
書
く
。
実
在
の
遊
女
名
が
読
者
に
与

え
る
で
あ
ろ
う
現
実
感
を
計
算
に
入
れ
な
が
ら
、
一
方
で
、
そ
の
現
実
感
を
曖

昧
化
す
る
。
そ
し
て
そ
の
仕
上
げ
が
、「
此
う
ち
の
腹
よ
り

0

0

0

0

0

0

0

む
ま
れ
て
」と
い
う
、

特
定
す
る
よ
う
で
い
て
し
な
い
表
現
で
あ
っ
た
。

　

広
末
は
、
そ
の
後
に
書
か
れ
る
「
あ
ら
は
に
書
き
し
る
す
迄
も
な
し
、
し
る
人
は

し
る
ぞ
か
し
」
と
い
う
お
ぼ
め
か
し
い
表
現
に
よ
っ
て
、
世
之
介
に
も
「
主
人
公
と

し
て
の
存
在
感
」
が
与
え
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
、
読
者
に
共
有
さ
れ
つ
つ
、
浮

遊
し
、
多
義
化
し
、
増
殖
す
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
。
本
稿
で
は
、
広
末
が
指
摘
し

た
世
之
介
の
あ
り
方
を
旅
人
と
し
て
読
み
直
し
て
み
た
。
そ
し
て
、
浮
遊
す
る
世
之

介
が
多
義
化
し
増
殖
す
る
き
っ
か
け
が
、
地
名
で
あ
り
、
歌
枕
だ
と
い
え
る
。
世
之

介
は
死
に
そ
う
に
な
っ
た
り
、
贅
の
限
り
を
つ
く
し
た
り
、
幸
運
に
み
ま
わ
れ
た
り
、

思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
か
っ
た
り
し
な
が
ら
動
き
回
る
。
読
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
名

に
記
憶
を
呼
び
覚
ま
さ
れ
な
が
ら
、
現
代
的
な
事
件
や
固
有
名
詞
に
反
応
し
、
世
之

介
の
動
き
に
同
調
す
る
。

　

山
中
他
界
の
イ
メ
ー
ジ
が
ま
と
わ
り
つ
く
世
之
介
の
出
自
で
あ
っ
た
が
、
世
之
介

の
最
期
に
は
海
上
他
界
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

　

松
田
修
は
最
終
章
の
「
女
護
の
島
わ
た
り
」
を
補
陀
落
渡
海
に
見
立
て
た）

（1
（

。
そ
の

ほ
か
に
も
、『
源
氏
物
語
』
の
「
雲
隠
」
巻）

（1
（

、
流
刑
地
八
丈
島）

（1
（

、
羅
刹
国）

（1
（

、
成
神
成

仏）
（2
（

、
業
平
の
吉
野
川
行
方
不
明
伝
説）

（2
（

、
と
い
っ
た
死
の
影
を
見
る
説
と
、
逆
に
、
青

春
の
賛
歌）

（1
（

、
鎖
国
と
い
う
閉
塞
か
ら
の
開
放）

（2
（

、
楽
天
的
な
祝
言）

（（
（

、
俳
諧
的
な
笑
い）

（（
（

と

い
う
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
読
み
取
ら
れ
て
も
き
た
。
ま
た
、
末
次
平
蔵
の
密
貿
易
事

件）
（1
（

、
弁
財
船
で
の
米
商
い）

（1
（

、
長
崎
か
ら
の
出
航）

（1
（

な
ど
、
現
実
的
な
解
釈
も
行
わ
れ
て

い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
成
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
世
之
介
の
最
期
が
多
義

的
に
演
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
世
之
介
の
未
来
が
「
行
方
知
れ
ず

に
な
り
に
け
り
」
と
ぼ
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
関
係
す
る
だ
ろ
う
。
広
末
保
は
そ

れ
を
「
未
完
の
形
式
」
と
い
っ
た）

（1
（

。
諸
説
が
対
立
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
諸
説
が

交
響
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
西
鶴
は
、
世
之
介
が
ど
こ
か
ら
き
て
、
ど
こ
へ
行
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
を
さ
ま
ざ
ま
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
読
者
を
突
き
放
し
て
い
る
と
も
い
え
る
し
、
読
者
を
信
頼

し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　

最
後
に
、
最
終
章
の
挿
絵
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
船
出
す
る
好
色
丸
が
描
か

れ
る
（
図
18
）。
船
首
に
は
吉
野
の
脚
布
が
た
な
び
い
て
い
る
。

　

こ
の
絵
と
対
照
的
な
の
が
巻
四
の
最
終
章
「
火
神
鳴
の
雲
が
く
れ
」
で
あ
る
。
船

尾
が
大
き
く
せ
り
上
が
っ
て
今
に
も
沈
没
し
そ
う
な
不
安
定
感
が
あ
る
（
図
17
）。
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両
者
を
合
わ
せ
る
と
船
が
対
称
的
な
Ｖ
字

型
に
な
る
。
不
安
定
な
図
17
に
世
之
介
の
姿

は
な
く
、
す
で
に
海
中
に
落
ち
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
残
っ
た
遊
女
た
ち
が

必
死
に
手
を
合
わ
せ
た
り
、
船
縁
を
両
手
で

掴
ん
だ
り
し
て
い
る
。
波
が
大
き
く
荒
れ
て

い
る
よ
う
す
が
強
調
さ
れ
、
船
は
船
尾
を
右

辺
上
方
に
四
十
五
度
、
傾
い
て
い
る
。
沈
没

寸
前
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
図
18
は
、
そ
れ
と
は
逆
に
船
頭
が
波

を
悠
々
と
越
え
る
よ
う
に
左
上
四
十
五
度
に

せ
り
上
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
吉
野
の
脚
布

を
旗
印
に
し
て
、
船
首
の
見
張
り
番
が
海
上

彼
方
を
眺
め
て
い
る
。
世
之
介
は
瞿
麦
紋
が

大
き
く
染
め
抜
か
れ
た
旗
が
立
つ
櫓
の
上
に
横
座
り
に
な
っ
て
船
の
行
く
手
を
指
さ

し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
世
之
介
は
屋
根
に
い
て
瞿
麦
紋
の
付
い
た
幔
幕
が
張
り

巡
ら
さ
れ
た
櫓
の
中
に
は
い
な
い
。
巻
一
の
第
三
章
「
人
に
は
見
せ
ぬ
所
」
で
屋
根

か
ら
隣
家
を
覗
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
。

　

一
方
、
江
戸
版
を
み
て
み
る
と
、
好
色
丸
の
絵
は
ほ
ぼ
水
平
に
近
い
か
た
ち
で
穏

や
か
な
海
を
進
ん
で
い
る
（
図
20
）。
し
か
し
、「
火
神
鳴
の
雲
が
く
れ
」
の
方
は
、

大
坂
版
と
は
逆
に
左
を
船
尾
に
し
て
船
首
が
右
下
に
沈
む
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る

（
図
19
）。
大
坂
版
の
同
じ
場
面
と
は
船
の
向
き
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
船
頭

が
描
か
れ
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
、
舵
が
持
ち
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
船
頭
が

太
刀
打
ち
で
き
な
い
荒
れ
た
海
上
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
せ
り
上
が
る
よ
う

な
荒
波
も
遭
難
の
図
と
し
て
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
高
め
て
い
る
。

　

つ
ま
り
大
坂
版
は
、
垂
直
的
な
動
き
を
強
調
し
て
、
下
向
き
の
船
が
沈
没
を
暗
示

し
、
上
向
き
の
船
が
女
護
の
島
目
指
し
て
航
行
す
る
勢
い
を
表
現
す
る
。
二
枚
並
べ

た
と
き
に
生
還
す
る
世
之
介
と
行
方
し
れ
ず
の
世
之
介
と
い
う
対
照
的
な
あ
り
か
た

が
暗
示
さ
れ
る
。
男
盛
り
の
世
之
介
と
老
年
期
の
世
之
介
、
無
一
文
か
ら
大
金
持
ち

に
な
っ
た
世
之
介
と
財
産
を
な
げ
う
っ
て
強
壮
剤
を
満
載
し
た
世
之
介
を
象
徴
す

る
。
そ
れ
に
対
し
て
江
戸
版
は
、
荒
れ
た
海
に
転
覆
す
る
船
と
穏
や
か
な
海
を
水
平

に
進
む
船
を
よ
り
写
実
的
に
描
い
て
い
る
。

　

こ
こ
で
船
の
向
き
が
大
坂
版
で
は
と
も
に

左
向
き
な
の
に
、
江
戸
版
の
巻
四
の
第
五
章

の
挿
絵
（
図
19
）
だ
け
が
右
向
き
、
つ
ま
り

右
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
改
め

て
作
品
全
体
の
挿
絵
を
見
て
み
る
と
、
大
坂

版
で
は
唯
一
巻
三
の
第
五
章
「
集
礼
は
五
匁

の
外
」
の
世
之
介
だ
け
が
右
向
き
に
進
ん
で

い
る
こ
と
に
気
づ
く
（
図
21
）。
そ
れ
以
外

の
移
動
す
る
世
之
介
の
姿
は
す
べ
て
左
向
き

で
あ
る
。
江
戸
版
で
も
移
動
す
る
世
之
介
は

す
べ
て
画
面
の
右
か
ら
左
に
向
か
っ
て
歩
い

て
い
る
。

　

右
繞
・
左
繞
、
あ
る
い
は
、
右
旋
・
左
旋

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
イ
ン
ド
で
は
右
繞
す
な
わ
ち
右
回
り
を
す
る
の
が
礼
法
と

さ
れ
た
。
仏
教
で
は
、
左
繞
、
す
な
わ
ち
反
時
計
回
り
を
不
吉
な
も
の
と
み
な
し
た

と
い
う）

（2
（

。
松
永
和
人
は
「
世
俗
的
生
活
活
動
の
場
」
に
お
い
て
は
右
が
優
位
で
左
が

劣
位
、
逆
に
「
宗
教
的
生
活
の
場
」
で
は
左
が
優
位
で
右
が
劣
位
の
二
項
対
立
が
み

ら
れ
る
と
い
う）

（2
（

。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、

左
回
り
と
右
回
り
、
海
と
里
、
山
と
里
な
ど

に
聖
（
呪
術
・
宗
教
的
生
活
活
動
）
と
俗
（
世

俗
的
生
活
活
動
）
の
二
項
対
置
を
認
識
す
る

こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
。

　

民
俗
学
的
に
は
、
右
回
り
左
回
り
に
さ
ま

ざ
ま
な
習
俗
が
あ
る
と
い
う
調
査
も
あ
る
。

図18 図17

図20 図19図21
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ね
じ
の
締
め
方
、
巻
き
貝
の
巻
き
方
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
二
重
螺
旋
は
右
巻
で
あ
る
が
そ
の

理
由
は
判
然
と
し
な
い
そ
う
だ
。
子
ど
も
に
動
物
の
絵
を
描
か
せ
る
と
た
い
て
い
の

子
ど
も
は
左
を
向
い
た
絵
を
描
く
。
右
利
き
の
人
は
左
向
き
が
描
き
や
す
い
と
も
言

わ
れ
て
い
る
が
原
因
は
わ
か
ら
な
い
。

　

ま
た
、縦
に
文
字
を
書
く
日
本
で
は
、一
般
に
本
は
右
綴
じ
で
右
か
ら
左
へ
と
ペ
ー

ジ
を
繰
る
。
巻
物
は
右
か
ら
左
へ
と
読
み
進
め
る
。

　

右
回
り
は
向
か
い
合
う
と
左
回
り
に
な
る
。
ど
ち
ら
か
ら
見
る
か
に
よ
っ
て
逆
転

す
る
の
で
あ
る
。
右
巻
き
左
巻
き
、
右
回
り
左
回
り
の
議
論
は
つ
き
な
い
。

　
「
集
礼
は
五
匁
の
外
」
で
世
之
介
が
左
か
ら
右
へ
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
の
は
、

画
面
右
下
に
描
か
れ
た
佐
渡
行
き
の
船
が
左
向
き
だ
か
ら
だ
。
右
か
ら
左
へ
と
進
む

姿
ば
か
り
み
て
い
た
目
に
は
逆
行
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　

当
時
の
日
本
列
島
は
東
西
に
長
い
島
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
東
国
西
国
、
北
国
街

道
と
い
う
東
西
南
北
の
意
識
は
、
京
都
か
ら
東
を
陸
奥
ま
で
含
め
て
東
と
認
識
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
元
禄
二
年（
一
六
九
〇
）刊
行
の
西
鶴
の
地
誌『
一
目
玉
鉾
』は
、

津
軽
半
島
の
先
の
蝦
夷
の
海
に
あ
る
浜
を
「
日
の
出
浜
」
と
書
き
、
太
陽
が
海
か
ら

昇
っ
て
い
る
絵
を
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、『
一
目
玉
鉾
』
は
、
前
半
は
陸
を
西
へ

進
む
絵
だ
が
、
後
半
は
海
の
道
を
西
に
進
む
絵
柄
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
東

の
道
の
奥
＝
陸
奥
、
す
な
わ
ち
陸
の
続
く
東
国
か
ら
、
西
の
海
の
道
＝
西
海
道
へ
、

そ
し
て
西
の
彼
方
の
異
国
へ
と
い
う
当
時
の
世
界
認
識
と
同
じ
空
間
認
識
が
あ
る
。

　

言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
日
本
に
お
い
て
東
西
の
空
間
意
識
は
、
日
の
出
、
日
の
入

り
と
い
う
時
間
意
識
と
習
合
し
て
い
た
と
い
え
る
。
絵
巻
物
は
、
二
次
元
的
な
空
間

芸
術
で
あ
る
絵
画
に
時
間
性
を
付
与
し
た
。
巻
物
を
繰
る
こ
と
で
、
見
て
い
る
側
が

二
次
元
的
な
絵
を
立
体
的
に
動
か
し
な
が
ら
、
脳
内
で
三
次
元
的
、
四
次
元
的
に
変

換
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
今
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
先
駆
け
と
い
え
る
。

　

世
之
介
の
旅
姿
が
逆
向
き
に
な
る
の
は
佐
渡
へ
渡
ろ
う
と
し
た
と
き
で
あ
る
が
、

実
際
に
は
こ
の
話
の
中
で
は
佐
渡
へ
は
行
か
な
い
ま
ま
寺
泊
で
足
止
め
を
く
ら
っ
て

い
る
。
そ
し
て
次
の
章
で
は
越
後
の
日
本
海
側
の
港
町
・
出
雲
崎
か
ら
坂
田
へ
北
上

し
て
い
る
。
こ
じ
つ
け
れ
ば
、
唯
一
の
右
向
き
の
世
之
介
の
姿
は
、
目
的
地
へ
到
達

で
き
な
か
っ
た
世
之
介
の
あ
り
よ
う
を
描
い
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
そ
し
て
、

行
こ
う
と
し
て
行
け
な
か
っ
た
の
が
流
人
の
島
で
も
あ
り
金
の
島
で
も
あ
る
佐
渡
島

だ
っ
た
と
い
う
の
も
象
徴
的
で
あ
る
。「
か
ね
ほ
る
里
」
に
生
ま
れ
た
父
を
も
つ
世

之
介
が
、
佐
渡
島
へ
行
け
な
か
っ
た
こ
と
に
も
何
か
意
味
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
描
か
れ
な
か
っ
た
佐
渡
の
景
色
が
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
と
し
て
想
像
力
を
刺
激

す
る
。
結
論
は
出
な
い
が
、
不
意
を
突
く
右
向
き
の
世
之
介
の
姿
は
、
東
西
意
識
と

結
び
つ
い
た
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。

　

一
方
、
江
戸
版
で
は
、
巻
四
の
第
七
章
「
神
鳴
の
雲
が
く
れ
」
の
船
が
右
向
き
で
、

不
安
定
な
印
象
を
与
え
る
（
図
20
）。
こ
の
船
が
こ
の
あ
と
沈
没
し
て
い
る
こ
と
を

暗
示
し
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
列
島
を
東
西
の
空
間
認
識
と
日
の
出
と
日
の
入
の
時
間

認
識
で
捉
え
る
意
識
は
、『
好
色
一
代
男
』も
同
じ
だ
ろ
う
。
日
の
出
と
は
朝
で
あ
り
、

生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
日
の
入
り
と
は
夜
で
あ
り
、死
で
あ
る
。「
か
ね
ほ
る
里
」

＝
山
で
生
ま
れ
た
父
の
子
・
世
之
介
は
、
海
の
彼
方
へ
「
行
方
し
れ
ず
」
と
な
る
。

作
品
は
世
之
介
の
生
に
始
ま
り
死
の
予
感
に
終
わ
る
。
世
之
介
が
行
動
す
る
最
東
端

は
道
の
奥
（
陸
地
の
奥
＝
陸
奥
）
の
庄
内
地
方
、
最
西
端
は
長
崎
で
あ
る
。
大
き
く

い
え
ば
、『
好
色
一
代
男
』
は
、
生
か
ら
死
へ
、
陸
か
ら
海
へ
の
色
人
の
旅
を
描
い

た
作
品
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
の
旅
で
女
護
の
島
を
目
指
す
世
之
介
の
日
本
脱
出
は
、
女
を
つ
か
み
取
り
に

す
る
理
想
の
島
へ
の
憧
れ
で
も
あ
り
、
老
い
と
死
の
影
に
迫
ら
れ
た
色
道
人
生
の
危

機
回
避
で
も
あ
る
。
最
後
の
旅
は
母
な
る
海
へ
の
回
帰
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
本
書
の
挿
絵
は
、瞿
麦
紋
の
世
之
介
が
、境
界
線
上
に
い
た
り
、動
き
回
っ

た
り
し
て
い
る
姿
を
多
く
描
く
こ
と
で
、
世
之
介
の
陸
か
ら
海
へ
の
旅
物
語
と
し
て

の
長
編
的
読
み
を
下
支
え
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

【
注
】

＊ 

『
好
色
一
代
男
』
本
文
の
引
用
は
、
す
べ
て
『
新
編
西
鶴
全
集
』
第
一
巻
（
勉
誠

出
版
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）
に
拠
っ
た
。
ま
た
図
版
は
、
近
世
文
学
資
料
類
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従
西
鶴
編
（
勉
誠
社
）『
好
色
一
代
男
』（
大
坂
版
）『
同
』（
江
戸
版
）
に
拠
っ
た
。

大
坂
版
の
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
中
嶋
隆
・
篠
原
進
責
任
編
集
『
西
鶴
と
浮
世
草
子

研
究
』
Vol. 

1
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年
六
月
）
の
付
録
・
西
鶴
浮
世
草
子
全
挿

絵
画
像
Ｃ
Ｄ
の
解
説
文
か
ら
種
々
の
示
唆
を
得
た
。

（
1
）
世
之
介
の
瞿
麦
紋
に
つ
い
て
は
篠
原
進
が
常
夏
＝
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
表
す

と
指
摘
す
る
（「
瞿
麦
の
記
号
学
」『
江
戸
文
学
』
23
号
、二
〇
〇
一
年
六
月
）。

巻
七
の
第
一
章
「
初
雪
の
あ
し
た
」
の
挿
絵
の
世
之
介
だ
け
は
瞿
麦
紋
と
杜

若
紋
の
両
紋
の
着
物
を
着
て
い
る
。
杜
若
紋
は
こ
の
話
で
世
之
介
の
相
手
を

し
た
髙
橋
の
紋
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
つ
い
て
「
船
に
乗
る
『
世
之
介
』
は

何
を
意
味
す
る
か
」（『
西
鶴
の
誘
惑　

浮
世
草
子
を
ど
う
読
む
か
』
笠
間
書

院
、
二
〇
一
六
年
二
月
）
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
2
）「『
好
色
一
代
男
』
の
地
名
意
識
―
巻
七
「
新
町
の
夕
暮
島
原
の
曙
」
を
中
心

と
し
て
―
」（『
岩
手
医
科
大
学
教
養
教
育
研
究
年
報
』
第
51
号
、
二
〇
一
六

年
一
二
月
）

（
3
）
前
田
金
五
郎
『
好
色
一
代
男
全
注
釈
』
上
巻
（
角
川
書
店
、一
九
八
〇
年
二
月
）

（
4
）
同
右

（
5
）『
東
海
道
名
所
記
』
本
文
の
引
用
は
、
す
べ
て
、
朝
倉
治
彦
校
注
・
東
洋
文

庫
346
『
東
海
道
名
所
記
1
』（
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
一
月
）
に
拠
る
。

（
6
）
佐
々
木
高
弘
「
見
え
な
い
景
観
」（『
民
話
の
地
理
学
』
古
今
書
院
、

二
〇
〇
三
年
一
二
月
）

（
7
）『
松
風
』
本
文
の
引
用
は
、
西
野
春
雄
校
注
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
57
『
謡

曲
百
番
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
三
月
）
に
拠
る
。

（
8
）
拙
稿
「『
夢
路
の
風
車
』
に
お
け
る
『
邯
鄲
』『
松
風
』
の
活
用
」（『
西
鶴
の

誘
惑　

浮
世
草
子
を
ど
う
読
む
か
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
二
月
）
に
お

い
て
、
西
鶴
が
『
伊
勢
物
語
』「
初
冠
」
の
段
や
謡
曲
『
松
風
』
に
み
ら
れ

る
美
男
と
姉
妹
と
い
う
設
定
を
援
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

（
9
）
福
田
ア
ジ
オ
他
編
『
日
本
民
族
大
辞
典
』
下
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年

四
月
）

（
10
）
広
末
保
『
西
鶴
の
小
説　

時
空
意
識
の
転
換
を
め
ぐ
っ
て
』（
平
凡
社
、

一
九
八
二
年
一
一
月
）

（
11
）
堀
章
男
「
西
鶴
の
章
首
表
現
―
そ
の
形
式
上
の
一
考
察
㈠
―
（『
武
庫
川
学

院
女
子
大
学
紀
要
・
人
文
科
学
編
』
第
4
号
、
一
九
五
七
年
二
月
）

（
12
）
前
掲
注
（
10
）
に
同
じ
。

（
13
）
松
田
修
『
日
本
逃
亡
譚　

補
陀
落
世
界
へ
の
旅
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八

年
一
月
）

（
14
）
山
口
剛「
西
鶴
に
つ
い
て
」「
西
鶴
好
色
本
研
究
」（『
山
口
剛
著
作
集
』第
一
巻
、

中
央
公
論
社
、
一
九
七
二
年
四
月
）

（
15
）
野
間
光
辰
「
西
鶴
と
西
鶴
以
後
」（『
西
鶴
新
新
攷
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
一

年
八
月
）

（
16
）
吉
江
久
弥
「
女
護
の
島
考
」（『
西
鶴
文
学
研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
四
年

三
月
）

（
17
）
信
多
純
一
「『
好
色
一
代
男
』
の
構
造
」（『
好
色
一
代
男
の
研
究
』
岩
波
書
店
、

二
〇
一
〇
年
九
月
）

（
18
）
広
嶋
進
「
西
鶴
と
『
伊
勢
物
語
』」（
山
本
登
朗
編
『
伊
勢
物
語 

成
立
と
享

受
2
伊
勢
物
語
享
受
の
展
開
』（
竹
林
舍
、
二
〇
一
〇
年
五
月
）

（
19
）
暉
峻
康
隆
「
好
色
一
代
男
」（『
西
鶴
研
究
と
評
論　

上
』
中
央
公
論
社
、

一
九
八
四
年
六
月
）

（
20
）
前
掲
注
（
1
）
の
篠
原
論
文

（
21
）
谷
脇
理
史
「『
好
色
一
代
男
』
の
俳
諧
性
」（『
西
鶴
研
究
序
説
』
新
典
社
、

一
九
八
一
年
六
月
）

（
22
）
中
嶋
隆
「『
好
色
一
代
男
』
の
俳
諧
」（『
初
期
浮
世
草
子
の
展
開
』
若
草
書
房
、

一
九
九
六
年
五
月
）

（
23
）
箕
輪
吉
次
「『
好
色
一
代
男
』
と
末
次
平
蔵
」（
檜
谷
昭
彦
編
『
西
鶴
と
そ
の

周
辺
』
勉
誠
社
、
一
九
九
一
年
一
一
月
）

（
24
）
森
田
雅
也
「
西
鶴
浮
世
草
子
の
情
報
源
―
「
米
商
人
世
之
介
」
の
側
面
か
ら

の
一
考
察
―
」（『
西
鶴
浮
世
草
子
の
展
開
』
和
泉
書
院
、二
〇
〇
六
年
三
月
）
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（
25
）
染
谷
智
幸
「
英
雄
は
東
ア
ジ
ア
の
海
へ
―
『
水
滸
伝
』
の
宗
江
か
ら
『
椿
説

弓
張
月
』
の
為
朝
ま
で
」（『
冒
険
淫
風
怪
異 

東
ア
ジ
ア
古
典
小
説
の
世
界
』

笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
六
月
）

（
26
）
前
掲
注
（
10
）
に
同
じ
。

（
27
）『
織
田
仏
教
大
辞
典
新
訂
重
版
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
五
年
三
月
）、
中
村

元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
上
巻
（
東
京
書
籍
、
一
九
七
五
年
二
月
）
等

（
28
）
松
永
和
人
『
新
版
左
手
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一

年
三
月
）

（
受
理　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
八
日
）




